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変化を起こす側へ、回れ。

社会は、課題にあふれている。

その課題はしかし、未来を創造する手がかりでもある。

社会が求めるところに、価値は生まれる。

しなやかな感性と突破力で、私たちは今日を見つめ、明日を切り拓いていく。

変化を恐れては、前へ進めない。

本気で社会を良くするために。

私たちはつねに前を向き、挑み続ける。

当社の統合報告書は「価値協創ガイダ
ンス」を参考とし、社会課題の解決を目
的とした事業領域の展開、事業活動や
成長戦略を、株主・投資家をはじめとす
る幅広いステークホルダーの皆様にご
理解いただくために、財務情報や非財
務情報を交えてご紹介しています。
霞ヶ関キャピタルの企業価値を分かり
やすくお伝えするコミュニケーション
ツールとして、今後も進化させていきま
す。
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霞ヶ関キャピタルの理念体系

Business Fields

Turning Challenge into Value

その課題を、価値へ。

経営理念Philosophy

速　く。　──自ら素早く、機動力をもって動く

手堅く。　──課題から価値を見つけ、自ら成長させる

力強く。　──組織の発想力と実行力を高める

速く。手堅く。力強く。

行動指針

フィールド

Values

霞ヶ関キャピタルでは、経営陣がこれまでに投資市場で培った鋭いマーケット感覚に基づき
「成長性のある事業分野」かつ「社会的意義のある事業」にて事業展開をいたしております。

VALUE

成長性のある事業分野 × 社会的意義のある事業

トップメッセージ ビジネスモデルイントロダクション Ｅ Ｓ Ｇ データベースIntegrated Report 2024
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独自のビジネスモデルを活用して、冷凍冷蔵倉庫・多人数向けホテル・ホスピスなど

社会の構造的な課題を解決する多様なアセットを開発し、着実に企業価値を向上してきました。

経営理念「その課題を、価値へ。」のもと、挑戦し続けます。

私たちは常に世の中の課題と向き合い、
価値を提供し、成長する。
プライム上場から、さらにアクセルを踏み、
会社をさらなるステージへ

社会の役に立っている自信が
成長の源

「もっと、驚かせてくれ。」――これは、２０２４年９月に発表し

た、経営陣から従業員や求職者に向けたメッセージです。

２０２３年１０月の東証プライム市場への上場市場区分変更

以降、当社がさらに成長していくためには、創業から脈々と引

き継がれてきたＤＮＡの浸透が重要と考え、この言葉で問いか

けました。霞ヶ関キャピタルでは、ただ指示を待ったり、無難な

選択をしたりする人は求めていません。課題の本質を見つめ、

自らが解決手段を模索して誰よりも早く、そして徹底的にやり

抜く志をもった人とともに、前進したいという思いを言葉に込

めました。

ところで、当社はよく、成長スピードが速いと評価をいただ

きます。その理由は、「正しいことをやっている」という自信があ

るからです。当社の経営理念である「その課題を、価値へ。」に

も表れているように、私たちは常に世の中の課題と向き合い、

誰かに価値を提供している。この自信が、社員一人ひとりの意

識を変え、行動を変え、結果としてスピード感のある成長へと

つながっています。つまり、スピードが速いといっても、私たち

にとっては巡航速度にすぎません。採用した優秀な社員ととも

に、着実に成果を出していることを日々実感しています。

東日本大震災の復興事業から始まった
霞ヶ関キャピタル

霞ヶ関キャピタルは多様なアセットを取り扱っているため、

「いろいろなことをやっている会社だ」とよく言われます。確か

Top Message

に、表面だけを見ると各事業の関連性が少ないように見えるか

もしれません。しかし、「世の中に必要とされているもので、か

つ不足しているものを提供していく」という私たちの判断軸は

一切ぶれていません。誰かの課題を解決するアイデアには、必

ず付加価値が存在します。企業の存在意義とは、課題を事業で

解決し、価値を生み、成長すること。私たちはここにフォーカス

しているだけです。

私のキャリア形成は、コンストラクション・マネジメント会社

から始まりました。建設関連のプロジェクトにおいて、スケ

ジュール・コスト・品質・情報などを管理する仕事です。その頃

はちょうど、不動産ファンドビジネスの黎明期で、あるファンド

のアセットマネジメント会社を私が担当することに。その会社

との出会いが、人生を変える転機となりました。不動産をファ

ンドという形で購入し、バリューアップして再生させる。そんな

ビジネスの存在を知り、興味をもったのです。その後、２００５年

に勤務していた会社で小川潤之（現取締役会長）と出会いまし

た。そして、２０１１年に霞ヶ関キャピタルを共同で創業し、現在

にいたります。

創業後、まず着手したのは、東日本大震災で被災したショッ

ピングセンターの復興事業です。震災で打撃を受けたショッピ

ングセンターを、いかにして地域のインフラとして再生できる

か。大きな付加価値を与え再生する事業に無我夢中で取り組

みました。キャッシュフローを安定させるための施策として太

陽光発電に着目し、２０１２年に始まった再生可能エネルギー

の固定価格買取制度「ＦＩＴ」を活用して、ショッピングセン

ターの屋根に太陽光パネルを設置しました。これにより収支が

安定し、施設の再生に大いに役立ちました。この成功体験を

きっかけとして、当社は太陽光発電ビジネスに参入。この事業

はキャッシュフローが安定していることから、良質な金融商品

になることを確信しました。そして、日本全国で太陽光発電所

を開発し、金融商品として提供を始めたのです。

社会課題の解決につながる、
３つの事業が業績をけん引

現在国内で取り組んでいる事業の柱は、「物流事業」「ホテ

ル事業」「ヘルスケア事業」の３つです。それぞれが各業界の構

造的な課題と密接に関わっていて、その課題を解決する事業

として大きく成長しています。物流事業では、冷凍冷蔵倉庫に

着目しました。２０２４年問題といわれる人手不足や、特定フロ

ン規制に対応するための冷凍冷蔵倉庫の建て替えが、大きな

社会課題となっているからです。ホテル事業では、多人数で宿

泊できる施設を全国で開発しています。国内では現在、３人以

上のグループ旅行の需要に対して、最適な施設が不足してい

ます。家族や友人同士で泊まれる、広く、デザインがよいホテ

ルをコンセプトに開発を推進中です。ヘルスケア事業では、終

末期の患者様を自宅で看取る環境が整っていないご家庭も

多いことから、ホスピスの開発を進めています。そもそも、超高

齢社会の日本において、利用者の需要に対して、質の高い

サービスを提供できる施設の供給が十分ではありません。そ

こで、最期に穏やかな時間が過ごせるように、自分の親を入居

させたい、あるいは自分も将来入居したいと思える施設を全

国に展開します。

当社の強みは、ハードとソフト、オペレーションといった、川

上から川下までを手がけているところ。建物づくりはデベロッ

パー、オペレーションは運営会社といったように、各領域が別

の会社によって分断されてしまうと全体最適を図れません。こ

れに対して霞ヶ関キャピタルでは、ＤＸによる省人化や一貫体

制での品質の向上など、お客様や社会にとって本当に価値あ

るサービスを提供できる環境が整っています。

信用力の高まりが
強固な組織づくりに寄与

私は以前から、企業に大切なのは「ヒト・モノ・カネ」ではなく

「ヒト・ヒト・ヒト」だと言い続けてきました。冒頭で述べたメッ

セージを発信したのも、その想いが強かったからです。プライ

ム上場企業へと成長を遂げたあと、信用力が格段に高まった

ことで、物件取得が以前よりも円滑に進んだり、規模の大きな

案件の相談が寄せられたりと、ビジネス面で好循環に恵まれる

ようになりました。そして、一番変わったのは「採用力」です。リ

ファラル採用が増加し、入社する方の４割以上を占めるほどに。

しかも、大手財閥系やメガバンクからの優秀なキャリア採用も

増え、当社の人材レベルの底上げに大きく寄与しています。転

職エージェントの利用による採用方法と比べ、ミスマッチの起

こりにくいリファラル採用は、お互いにとってプラスに作用して

います。

また、初めての試みとして、「ＡＩＬａｂ」というチームを立ち

上げました。業務効率化やサービス品質の向上ほか、採用活動

におけるスクリーニングで威力を発揮するＡＩソフトの開発な

ど、今後の霞ヶ関キャピタル全体を支える重要なポジションで

す。ＡＩ業界で著名なエンジニアに参画いただき、チームを立

ち上げられたのも、会社の信用力や期待感の高まりによるもの

だと思います。

「もっと、驚かせてくれ。」を自分たち自身に問いかけ、
みなさまに驚いていただけるよう、成長のアクセルを踏む

２０２４年１０月に新しい中期経営計画を発表し、初年度であ

る２０２５年８月期から最終年度である２０２９年８月期までの５

年間で当期純利益を１００億円から５００億円とする計画値を掲

げました。中期経営計画達成に向けてさらに成長すべくアクセ

ルを踏み続け、それぞれの事業を拡大します。加えて、スピード

感を高めるためには、これまでのように外部パートナーに頼る

のではなく、当社グループ内で、ワンストップ対応できる体制

をつくります。社会ニーズの変化にも柔軟に対応するため、会

社の成長ステージに応じて、組織のアップデートや抜擢人事に

も積極的に取り組んでいきます。

「もっと、驚かせてくれ。」、この言葉を私自身にも問いかけ、

お客様や社会、株主・投資家のみなさまに驚いていただけるよ

う、日々邁進してまいります。今後も変わらぬご支援のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。

トップメッセージ

河本 幸士郎
代表取締役社長

Profile
建設業界にてキャリアをスタートし、コンストラクションマネジメント業務に従事。その後、不動産業界へ転向
し、不動産流動化、不動産ファンド設立、案件ソーシング等幅広い経験を積む。また、不動産ファンド事業にお
ける投資家対応、ファイナンス業務、物件取得及び売却業務等を経たのち、２０１４年に当社に参画し、自然エネ
ルギー事業の立ち上げを推進。２０１５年に代表取締役に就任。
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社会の役に立っている自信が
成長の源

「もっと、驚かせてくれ。」――これは、２０２４年９月に発表し

た、経営陣から従業員や求職者に向けたメッセージです。

２０２３年１０月の東証プライム市場への上場市場区分変更

以降、当社がさらに成長していくためには、創業から脈々と引

き継がれてきたＤＮＡの浸透が重要と考え、この言葉で問いか

けました。霞ヶ関キャピタルでは、ただ指示を待ったり、無難な

選択をしたりする人は求めていません。課題の本質を見つめ、

自らが解決手段を模索して誰よりも早く、そして徹底的にやり

抜く志をもった人とともに、前進したいという思いを言葉に込

めました。

ところで、当社はよく、成長スピードが速いと評価をいただ

きます。その理由は、「正しいことをやっている」という自信があ

るからです。当社の経営理念である「その課題を、価値へ。」に

も表れているように、私たちは常に世の中の課題と向き合い、

誰かに価値を提供している。この自信が、社員一人ひとりの意

識を変え、行動を変え、結果としてスピード感のある成長へと

つながっています。つまり、スピードが速いといっても、私たち

にとっては巡航速度にすぎません。採用した優秀な社員ととも

に、着実に成果を出していることを日々実感しています。

東日本大震災の復興事業から始まった
霞ヶ関キャピタル

霞ヶ関キャピタルは多様なアセットを取り扱っているため、

「いろいろなことをやっている会社だ」とよく言われます。確か

に、表面だけを見ると各事業の関連性が少ないように見えるか

もしれません。しかし、「世の中に必要とされているもので、か

つ不足しているものを提供していく」という私たちの判断軸は

一切ぶれていません。誰かの課題を解決するアイデアには、必

ず付加価値が存在します。企業の存在意義とは、課題を事業で

解決し、価値を生み、成長すること。私たちはここにフォーカス

しているだけです。

私のキャリア形成は、コンストラクション・マネジメント会社

から始まりました。建設関連のプロジェクトにおいて、スケ

ジュール・コスト・品質・情報などを管理する仕事です。その頃

はちょうど、不動産ファンドビジネスの黎明期で、あるファンド

のアセットマネジメント会社を私が担当することに。その会社

との出会いが、人生を変える転機となりました。不動産をファ

ンドという形で購入し、バリューアップして再生させる。そんな

ビジネスの存在を知り、興味をもったのです。その後、２００５年

に勤務していた会社で小川潤之（現取締役会長）と出会いまし

た。そして、２０１１年に霞ヶ関キャピタルを共同で創業し、現在

にいたります。

創業後、まず着手したのは、東日本大震災で被災したショッ

ピングセンターの復興事業です。震災で打撃を受けたショッピ

ングセンターを、いかにして地域のインフラとして再生できる

か。大きな付加価値を与え再生する事業に無我夢中で取り組

みました。キャッシュフローを安定させるための施策として太

陽光発電に着目し、２０１２年に始まった再生可能エネルギー

の固定価格買取制度「ＦＩＴ」を活用して、ショッピングセン

ターの屋根に太陽光パネルを設置しました。これにより収支が

安定し、施設の再生に大いに役立ちました。この成功体験を

きっかけとして、当社は太陽光発電ビジネスに参入。この事業

はキャッシュフローが安定していることから、良質な金融商品

になることを確信しました。そして、日本全国で太陽光発電所

を開発し、金融商品として提供を始めたのです。

社会課題の解決につながる、
３つの事業が業績をけん引

現在国内で取り組んでいる事業の柱は、「物流事業」「ホテ

ル事業」「ヘルスケア事業」の３つです。それぞれが各業界の構

造的な課題と密接に関わっていて、その課題を解決する事業

として大きく成長しています。物流事業では、冷凍冷蔵倉庫に

着目しました。２０２４年問題といわれる人手不足や、特定フロ

ン規制に対応するための冷凍冷蔵倉庫の建て替えが、大きな

社会課題となっているからです。ホテル事業では、多人数で宿

泊できる施設を全国で開発しています。国内では現在、３人以

上のグループ旅行の需要に対して、最適な施設が不足してい

ます。家族や友人同士で泊まれる、広く、デザインがよいホテ

ルをコンセプトに開発を推進中です。ヘルスケア事業では、終

末期の患者様を自宅で看取る環境が整っていないご家庭も

多いことから、ホスピスの開発を進めています。そもそも、超高

齢社会の日本において、利用者の需要に対して、質の高い

サービスを提供できる施設の供給が十分ではありません。そ

こで、最期に穏やかな時間が過ごせるように、自分の親を入居

させたい、あるいは自分も将来入居したいと思える施設を全

国に展開します。

当社の強みは、ハードとソフト、オペレーションといった、川

上から川下までを手がけているところ。建物づくりはデベロッ

パー、オペレーションは運営会社といったように、各領域が別

の会社によって分断されてしまうと全体最適を図れません。こ

れに対して霞ヶ関キャピタルでは、ＤＸによる省人化や一貫体

制での品質の向上など、お客様や社会にとって本当に価値あ

るサービスを提供できる環境が整っています。

信用力の高まりが
強固な組織づくりに寄与

私は以前から、企業に大切なのは「ヒト・モノ・カネ」ではなく

「ヒト・ヒト・ヒト」だと言い続けてきました。冒頭で述べたメッ

セージを発信したのも、その想いが強かったからです。プライ

ム上場企業へと成長を遂げたあと、信用力が格段に高まった

ことで、物件取得が以前よりも円滑に進んだり、規模の大きな

案件の相談が寄せられたりと、ビジネス面で好循環に恵まれる

ようになりました。そして、一番変わったのは「採用力」です。リ

ファラル採用が増加し、入社する方の４割以上を占めるほどに。

しかも、大手財閥系やメガバンクからの優秀なキャリア採用も

増え、当社の人材レベルの底上げに大きく寄与しています。転

職エージェントの利用による採用方法と比べ、ミスマッチの起

こりにくいリファラル採用は、お互いにとってプラスに作用して

います。

また、初めての試みとして、「ＡＩＬａｂ」というチームを立ち

上げました。業務効率化やサービス品質の向上ほか、採用活動

におけるスクリーニングで威力を発揮するＡＩソフトの開発な

ど、今後の霞ヶ関キャピタル全体を支える重要なポジションで

す。ＡＩ業界で著名なエンジニアに参画いただき、チームを立

ち上げられたのも、会社の信用力や期待感の高まりによるもの

だと思います。

「もっと、驚かせてくれ。」を自分たち自身に問いかけ、
みなさまに驚いていただけるよう、成長のアクセルを踏む

２０２４年１０月に新しい中期経営計画を発表し、初年度であ

る２０２５年８月期から最終年度である２０２９年８月期までの５

年間で当期純利益を１００億円から５００億円とする計画値を掲

げました。中期経営計画達成に向けてさらに成長すべくアクセ

ルを踏み続け、それぞれの事業を拡大します。加えて、スピード

感を高めるためには、これまでのように外部パートナーに頼る

のではなく、当社グループ内で、ワンストップ対応できる体制

をつくります。社会ニーズの変化にも柔軟に対応するため、会

社の成長ステージに応じて、組織のアップデートや抜擢人事に

も積極的に取り組んでいきます。

「もっと、驚かせてくれ。」、この言葉を私自身にも問いかけ、

お客様や社会、株主・投資家のみなさまに驚いていただけるよ

う、日々邁進してまいります。今後も変わらぬご支援のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。

２０２４年９月に発表したメッセージ。９月５日の日本経済
新聞に掲載しました

物流事業
Logistics Business

ホテル事業
Hotel Business

ヘルスケア事業
Healthcare Business
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当期純利益５００億円を目指した、第２期中期経営計画を発表
高成長を可能とする独自のビジネスモデルのもと、「事業ポートフォリオの多角化」「収益ポートフォリオの多層化」

「ＡＩの活用による事業・収益の深化」をテーマに本中期経営計画を推進していきます。

当社は２０２４年１０月２日付で、２０２５年８月期から２０２９年

８月期における第２期中期経営計画を策定しました。５年間

の目標として、最終年度の当期純利益を初年度の５倍にする

５００億円に設定しています。第２期中期経営計画においても、

引き続き高成長を継続していきます。

計画達成に向けたテーマが３つあります。１つ目は「事業

ポートフォリオの多角化」です。市場環境・課題に合わせて多角

的に事業を推進しており、第２期中期経営計画においても、ホ

テル事業と物流事業を主力事業としつつ、ヘルスケア事業と海

外事業を加えた４本柱で引き続き利益を積み上げる想定です。

ただ、当社の強みは市場環境や世の中の需要に合わせて、経営

資源の配分を即座に変化できる点です。したがって、今のポー

トフォリオに固執することなく、必要に応じて柔軟に変えてい

く予定です。

２つ目は「収益ポートフォリオの多層化」です。事業成長に

ともない、収益ポートフォリオは多層的に推移してきました。

２０２１年８月期は売上総利益の９０％が土地売却益でしたが、

２０２４年８月期では土地売却益は６１％で、ストック収入と成功

報酬で３９％を占めています。ストック収入と成功報酬が後か

ら積み上がってくるのが当社のビジネスモデルであり、今後も

収益の多層化が進んでいく見込みです。

最後、３つ目は「ＡＩの活用による事業・収益の深化」です。不

動産業界には、未だ旧態依然としたやり方が散見されます。お

客様がより満足でき、また当社も効率的に収益を高めるために

は、ＩＴやＡＩの活用は不可欠です。そこで当社は、「ＡＩＬａｂ」

という部署を新設しました。設計、デベロップメント、オペレー

ション、ＡＭのすべてを垂直統合して事業を組み立て、ハード

とソフトをいかに融合させるかに着眼してビジネスをつくって

いる当社のようなプレイヤーこそ、ＡＩをはじめとしたテクノロ

ジーを使った最適化が可能になるはずです。表面的なＡＩ活用

ではなく、本質的に改革していきたいと考えています。

中期経営計画

20.8期 21.8期 22.8期 23.8期 24.8期 25.8期 26.8期 27.8期 28.8期 29.8期

中期経営計画(第1期  22年～25年) 中期経営計画 (第2期  25年～29年)

事業ポートフォリオ別売上総利益の推移

4.3
億円

1.3
億円

7.9
億円

10
億円

20
億円

50
億円

100
億円

当期純利益
（億円）

18.8 19.8 20.8 21.8 22.8 23.8 24.8 25.8 26.8 27.8 28.8 29.8
（コロナ禍）

中期経営計画
（第1期 22年～25年） 中期経営計画

（第2期 25年～29年）

※１…AUM：着工済・竣工済アセット　※２…CAGR：年平均成長率

CAGR※2115%

中期経営計画
（第1期）

CAGR※2 50%

中期経営計画
（第2期）

2.3
億円

AUM推移：

21.8期 22.8期 23.8期 24.8期

10%10%
100%

90% 90%

16% 10%

25%

65%

19%

20%

61%

84%

約3.8億円

約40億円

約36億円

約35億円

約114億円

土地売却益

土地売却益

315億円 1,239億円 2,329億円 3,061億円

リブランド

ストック収入

ストック収入

成功報酬

39%

61%

約19億円
土地売却益の内 

500億円

150
億円

収益ポートフォリオは事業成長に伴い多層的に推移
今後も成功報酬・ストック収入が積み上がる見通し

当期純利益・AUM※1の実績・見通し

収益ポートフォリオ別売上総利益の割合

実 績
1,239億円AUM推移 実 績

2,329億円
実 績

3,061億円
目 標

5,000億円
目 標

7,000億円
目 標

1.5兆円規模

事業ポートフォリオは市場環境・市場課題に合わせて多角的に推移
売上総利益率は各事業ともに25～35%程度

ヘルスケア

ホテル

物流

海外

売上総利益比率 (24.8期)

ホ テ ル
物 流
ヘルスケア
海 外

41%
33%
12%
14%

：
：
：
：

売上総利益比率 (20.8期)

ホ テ ル
そ の 他

48%
52%

：
：

リブランド
土地建物を購入し
プラン策定後
土地のみ売却
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「高回転・高効率・低リスク」型のビジネスモデル
コンサルティング型デベロッパーとファンドマネジメントの機能を融合した、

独自のビジネスモデルを構築しています。

ビジネスモデル

当社では１つのプロジェクトを３つのステージに分け、開発

ステージに応じてコンサルタントやアセットマネージャーなど

と役割を変えながら不動産開発に携わる独自のビジネスモデ

ルを展開しています。

このビジネスモデルの特徴は、「高回転・高効率・低リスク」

です。例えば通常のデベロッパーが３年かけて物件開発をする

一方、当社は、土地購入後約６か月で開発ファンド投資家に売

却し、オフバランスします。その結果、資金を素早く回収、再投

資でき、さらに不動産を保有しないことでリスクを低く抑えら

れるのです。当社は不動産×金融の切り口からビジネスを展開

し、その時々の需要に応じて開発アセットを変更できるため、

特定のアセットに依存しない事業を行えております。

→

→

←

収益ポイント❹
（アセットマネジメント報酬）

収益ポイント❸
（成功報酬）

収益ポイント❷
（プロジェクトマネジメント報酬）

オフバランス

運用利益

バリュー
アップ

プロジェクト
マネジメント

建物
・
設備

開発利益

ストラクチャ
リング

企画付
開発用地

収益ポイント❶
（土地売却）

オンバランス

付加価値

用地

プランニングソーシング

コアファンド投資家開発ファンド投資家霞ヶ関キャピタル

アセットマネージャープロジェクトマネージャーデベロッパー

戦略的なオフバランス化による徹底的なリスク回避

資金提供主体

霞ヶ関キャピタルの役割

霞ヶ関キャピタルの収益

売
却

売
却

戦略的コンサルティング型デベロッパー

成果報酬志向型ファンドマネージャー

※2024年8月末時

4900億円

4900

1800億円

3100億円

※2024年10月末時

※fav、FAV LUX以外のブランドも含む
5年で39件4年で18件

fav、FAV LUXなど

す
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❸

独自のビジネスモデルを武器に、４つの事業を展開
マーケットの成長性を見極めながら、確かな社会的意義のある事業を幅広く行っています。

今現在は４つの区分けですが、社会の変化に柔軟に対応しながら、最適な事業ポートフォリオを構築していきます。

事業ポートフォリオ

その課題を「価値」へ変え、圧倒的な事業成長を実現する
速く、手堅く、そして力強く。私たちは社会に存在する課題に向き合い続けてきました。その課題を、ビジネスの力で解決し、

価値と利益を生み出す。それを徹底的に突き詰めて、繰り返すことで、私たちは事業成長を続けてきました。

事業の沿革

物 流 事 業

継続した高い冷凍食品需要や、２０３０
年のフロン規制などを受けて、環境配慮
型の冷凍冷蔵倉庫を「ＬＯＧＩＦＬＡＧ」
ブランドで開発・展開しています。さら
には２０２４年問題による人手不足や冷
凍倉庫内での過酷な労働環境に対応す
る冷凍自動倉庫も積極的に開発してい
ます。

1 Logistics Business

ホ テ ル 事 業

日本は観光資源が豊富な反面、家族や
グループでの旅行に対応できる宿泊施
設の数が十分でないのが現状です。そこ
で、多人数でもゆったり泊まれる自社グ
ループブランドとして「ｆａｖ」「ＦＡＶＬＵＸ」
「ｓｅｖｅｎｘｓｅｖｅｎ」を展開し、主要観光
都市を中心に全国各地で開発していま
す。

2 Hotel Business

ヘルスケア事業

超高齢社会である日本において終末期
医療や在宅看護、在宅介護の需要増加
が強く見込まれており、ホスピス住宅が
最期を迎える場所として重要な役割を
担っていくと考えており、施設開発のみ
にとどまらず運営面まで一貫しておこな
うことで既存のサービスとの差別化を図
るべく取り組んでいます。

3 Healthcare Business

海 外 事 業

アラブ首長国連邦（ドバイ）では、人口増加
率が高く政情が安定していることから、不動
産需要は長期的に増加すると見込んでおり、
現地法人を設立し、レジデンス物件の取得・
売却を行うことでキャピタルゲイン獲得機
会を創出するとともに、日本の投資家がドバ
イに投資できる環境づくりを目標にノウハ
ウ、ネットワーク、実績作りを進めています。

4 Overseas Business

15p
本誌

17p
本誌

19p
本誌

21p
本誌

東日本大震災で被災した「ショッピングセンターフォルテ」を取得し、再生することを目的に設立。運営を行うショッピン
グセンター事業を開始しました。

2011年9月

宮城県仙台市において当社を設立し、ショッピングセンター事業を開始

ショッピングセンターフォルテの屋上に太陽光パネルを設置。売電を始めたことをきっかけに、全国各地で開発事業を開
始しました。

2013年6月

自然エネルギー事業を開始

マンション開発に係るコンサルティング業務をきっかけに事業を開始しました。

2014年9月

不動産コンサルティング事業を開始

商号を変更し、本社を東京都千代田区霞が関3丁目7番1号に移転しました。

2015年8月

合同会社から株式会社へ改組
商号を現在の霞ヶ関キャピタル株式会社に変更

2017年7月

本社を現在の東京都千代田区霞が関3丁目2番1号に移転

信用力向上による人材と資金の獲得を目的として、11月28日に新規上場しました。

2018年11月

東京証券取引所マザーズ市場(現：東証グロース市場)へ上場 ❶

年々インバウンド需要が高まるなか、大人数で長期間の滞在に対応できるホテルをコンセプトに、多人数向けホテルの開
発に着手。新たなポジションのホテルブランドを確立します。

ホテル事業を開始 ❷

EC市場の成長とフロン規制に関する問題から、冷凍冷蔵倉庫に着目。物流施設に対する需要の高まりを予測し、6月に
新規事業を立ち上げました。

2020年6月

物流事業を開始 ❸

ドバイの不動産マーケットに参入しキャピタルゲイン獲得機会を創出するとともに、日本の投資家がドバイに投資できる
環境づくりを目標にノウハウ、ネットワーク、実績作りを開始しました。

2022年12月

アラブ首長国連邦（ドバイ）に現地法人を設立

更なる成長のための信用力向上による人材確保と資金調達の強化を目指し、10月6日に上場区分を変更しました。

2023年10月

東京証券取引所プライム市場に上場市場区分変更 ❺

超高齢社会である日本において、人生の最終段階に多くの方が望む傾向にある「病院が持つ安心感」と「自宅が持つ快適さ」
の2つのニーズを満たすことができるホスピス住宅に大きな将来性があると考え、12月に新規事業を立ち上げました。

2021年12月

ヘルスケア事業を開始 ❹

❶

❺

❷

❹
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Logistics Business

物流事業
Logistics Business物流事業

物流に革命を。
日本全体の最適化に向けてサービスを拡大。
深刻な働き手不足や特定フロン規制など、さまざまな課題を抱える物流業界。

ＡＩやＩｏＴなど最新技術を活用し、物流の最適化を図っていきます。

高機能かつ環境にやさしい冷凍冷蔵倉庫を展開するほか、
突発的な保管ニーズにも応える冷凍保管サービスを発表

ここ数年、物流業界には課題が山積しています。１つ目は、

物流需要の拡大に対して、２０２４年問題のように働き手や稼

働量が不足していること。２つ目は、冷凍食品市場の伸びに対

して十分な冷凍冷蔵倉庫の供給が無いこと。３つ目は、２０３０

年の特定フロン規制への対応の遅れです。

当社はこれらの課題解決に向けて、社員の熱意とテクノロ

ジーを駆使しながら、世の中に役立つサービスを提供してい

ます。当社の物流倉庫のブランド「ＬＯＧＩＦＬＡＧ®（ロジフ

ラッグ）」では、主に冷凍冷蔵倉庫を取り扱っており、温室効果

が小さい自然冷媒を使用していることが特長です。最近は最

新設備を導入した冷凍自動倉庫の開発に力を入れています。

２４時間自動稼働する管理システムにより荷物を無駄なく配

置でき、正確な在庫管理が可能となります。また、省人化によ

り人的ミスを削減できるだけでなく、冷凍倉庫の－２５℃とい

う過酷な環境下での労働が不要になりました。

他社と比較して、圧倒的に異なるのは、倉庫をつくって完了

ではない点です。これまでのように物流デベロッパーがドライ

倉庫しか供給していなかった時代は、テナント企業が冷凍冷

蔵倉庫を新たに賃借して事業所を開設する場合、冷凍設備や

防熱工事、システム投資など多大なコストと時間を要します。

そればかりか、事業から撤退する場合、膨大な原状回復費用

がかかるのが普通です。こういった従来のやり方では、物流施

設を使ったビジネスを容易にスタートすることができません。

そこで当社は、テナントの負担を抑制してすぐに事業を開始

できるように、冷凍冷蔵設備を当社側で設置し、初期コストや

原状回復不要な賃貸型の冷凍冷蔵倉庫を提供しています。

また２０２４年８月には、もっと手軽に、冷凍貨物を１日単位、

１パレットから荷物を寄託いただける新サービス「ＣＯＬＤＸ

ＮＥＴＷＯＲＫ（コールドクロスネットワーク）」を発表しました。

利用方法も画期的で、荷物の入出荷の申請がサイト上で完結

できます。「イベントや繁忙期で、一時的な外部倉庫が必要」

「新事業をスムーズに始められるよう、冷凍保管スペースが欲

しい」「移転や建て替えの際に、一時保管したい」など、さまざ

まなニーズにお応えします。これまでの長期大口での賃貸借

契約による倉庫の利用に加えて、短期小口で利用できる仕組

みとなり、物流会社目線で見ると倉庫の利用方法の選択肢が

増えることとなります。

新たな仕組みや価値を提供し、
業界全体の活性化をリードする

今後の取り組みについて、大きく２つの展望があります。

１つ目は、当社が保有する倉庫だけでなく他社の倉庫を含

めて利用でき、さらにトラックの手配までも一括で完了できる

プラットフォームの構築です。旅行予約サイトのようなイメー

ジで、荷物の量や内容、時期などに応じた最適なプランを提案

できれば、利用者の満足度が格段に高まるはずです。また、こ

のサービスを提供できれば、日本全国の物流の最適化・効率

化に貢献できると考えています。

２つ目は、２０２４年問題の対応策の一つとして、国土交通省

が物流業界に要請している「中継輸送」の施設開発です。輸配

送において大型の中継拠点を設けることで、復路でのトラッ

クの積載率向上にもつながり、効率の良い物流を実現できま

す。また、無駄な走行が減るため、ＣＯ２排出量も削減。中継輸

送は、メリットが大きい施策です。ところが、物流業界には中

継拠点の新設に投資できる余裕のある企業が少ないのが現

実。そこで当社は、業界全体の活性化に向け、どの会社も利用

いただける施設をつくると決断し、首都圏と関西圏の中継拠

点として、静岡県袋井市に開発用地を取得しました。２０２８年

冬の竣工に向け、プロジェクトが動き出しています。

これまで、複数の自動倉庫の開発に取り組んできて、意外な

発見がありました。それは、建設費が通常の倉庫よりも若干コ

ストを抑えられる点です。イニシャルコストを抑えられて、竣

工後の人件費ほかランニングコストも抑えられる。自動倉庫

はメリットだらけです。今後さらに需要増が見込まれています

ので、当社ならではのスピード感を活かしてビジネス拡大に

努めます。

取締役副社長
ロジスティクス営業本部長

杉本　亮

施設の概要

トピックス

環境配慮型コールドチェーン物流施設で高付加価値の物流施設開発を実現

新たな冷凍保管サービス
「ＣＯＬＤ Ｘ ＮＥＴＷＯＲＫ」を発表

注力する施設タイプ

急速に伸び続ける冷凍食品ニーズに応え、
2030年フロン問題にも適応した冷凍冷蔵
設備を貸主側で設置した冷凍冷蔵倉庫を
提供

空間の有効活用、作業の効率化、省人化な
ど、施設利用者にとってメリットの多い自動
倉庫設備を貸主側で設置したオートメー
ション型倉庫を提供

お客様のご要望にマッチした立地・スペッ
ク・容量の3温度帯倉庫を提供

３温度帯倉庫オートメーション型倉庫コールド型倉庫

季節変動ほか荷主の需要変動に応じて、短期間から長期
間までを柔軟に、パレット単位で冷凍荷物の保管が可能な
サービス「ＣＯＬＤ Ｘ ＮＥＴＷＯＲＫ（コールドクロスネット
ワーク）」を発表しました。荷物の入出荷の申請がサイト上で
完結できます。ＳＲＥホールディングス株式会社との合弁会
社であるＸＮＥＴＷＯＲＫ社にて、提供するサービスです。

中継輸送拠点の開発案件
「静岡県袋井プロジェクト」への取り組み

２０２４年問題に対応するため、中部圏で荷物のスイッチン
グを行う中継輸送拠点の開発プロジェクトを、２０２８年冬の
竣工に向けて推進しています。この施設を当社だけでなく、
他社にもご利用いただけるよう展開することで、業界全体の
活性化を目指します。

短期契約

小ロット保管

緊急利用

1日単位から

1ケースから

手続き後
すぐ利用開始

預けたい期間、必要なスペースだけ 中継地で荷物を積み替え、帰りの積載率を向上

静岡県
袋井市

大阪 東京

約3時間20分（片道）
日帰り

約3時間15分（片道）
日帰り

2024年問題の解決に寄与

COLD X NETWORK従来の倉庫
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Hotel Business

ホテル事業
Hotel Businessホテル事業

旅の喜びを最大限に引き出す、
ニーズに沿った唯一無二のホテルを展開。
独自のポジショニング戦略により、強力なブランド力をもったホテル事業。

デザインにこだわりながらも、省人化したオペレーションにより、高いコストパフォーマンスを実現しています。

ターゲットや目的が明確なホテルを、
４つのブランドで展開

３人以上のグループ旅行は、全体の５５.３％を占めている

反面、３～６人向けの宿泊施設の部屋数は３６.１％にしかお

よばず、１９.２％の需給ギャップが存在しています※。その

ギャップを埋めることをコンセプトにしたホテルが「ｆａｖ

（ファブ）」「ＦＡＶＬＵＸ（ファブラックス）」「ｓｅｖｅｎｘｓｅｖｅｎ

（セブンバイセブン）」です。広くて快適でスタイリッシュな

「ｆａｖ」、貸し切りサウナほか館内施設やアメニティがより充

実した「ＦＡＶＬＵＸ」、ロケーションに恵まれた立地に構える

ハイエンドラインの「ｓｅｖｅｎｘｓｅｖｅｎ」。それぞれのポジショ

ニングも明確で、今まで日本になかった体験をお客様にお届

けしています（左ページ参照）。

また、既存のホテルをリノベーションして、新たな価値とと

もに蘇らせる「ＢＡＳＥＬＡＹＥＲ ＨＯＴＥＬ」というブランドも

２０２４年９月にローンチし、第１号ホテルを２０２５年夏頃に名

古屋で開業予定です。供給過多となっている都市部の旧来型

のビジネスホテルや、地方の老舗ホテルなど、経営難に陥って

いる宿泊施設は数多く存在します。そこに、デザイン面でのリ

ノベーションだけでなく、私たちのＤＸのノウハウを取り入れ

て筋肉質な収益体制へと改善することにより、新たな価値の

創出を図ります。

損益分岐稼働率２０％未満の
低リスク収益モデルを実現

当社の強みは、徹底した省人化オペレーションにより、一般

的なホテルでは５０～６０％といわれている損益分岐稼働率を

２０％未満に抑えた、低リスク収益モデルを構築していること

です。お客様にとって、本来必要とされない過度なサービスを

思い切って削ぎ落とし、ＩＴ活用やＤＸ化によってオペレー

ションを極力シンプルに。その成果として、コロナ禍での稼働

率は２０％ほどだったにもかかわらず、赤字のホテルは１軒も

ありませんでした。私たちが提案する事業モデルの強みが、見

事に証明できたきっかけになりました。

また、私たちが目指すＤＸ化は、単なるオペレーションだけ

でなく、事業全体の効率化です。例えば、経理処理の簡素化で

す。通常、プロパティマネージャー（ＰＭ）やアセットマネー

ジャー（ＡＭ）が財務情報をまとめたり、使用する場面ごとに

カスタマイズしたりしますが、当社の仕組みやシステムを使用

すると、自動でアウトプットが可能に。ＰＭもＡＭも不要となり、

中間コストが省けるため、収益率も高まります。これらを、ゼ

ロから開発する「ｆａｖ」「ＦＡＶＬＵＸ」「ｓｅｖｅｎｘｓｅｖｅｎ」はも

ちろん、既存のホテルをリノベーションする「ＢＡＳＥＬＡＹＥＲ

ＨＯＴＥＬ」にも取り入れることで、盤石な安定経営を継続でき

ます。ただ、由緒ある老舗ホテルでは、そこで働く方々の雇用

を守る必要があるとともに、特にインバウンドにおいて、その

地で長く働いてきたスタッフとのコミュニケーション自体が

価値となる場合も。そのため、省人化すべき業務とそうでない

業務を見極めて、各ホテルに適した仕組みを導入するように

しています。

休日の分散化に向けた新たなサービスを開始

日本が抱える社会課題に、会社員の休暇取得率の低さや、観

光地や交通機関の混雑、オーバーツーリズムなどが挙げられ

ます。そこで私たちは、法人向けサービス「ＧＯ！ＷＥＥＫＤＡＹ」

を開始しました。加入した企業で働く従業員の方々が、平日に

当社のホテルを２５％割引の優待価格にて宿泊いただける、福

利厚生の一つとなるサービスです。可能性の宝庫である平日

を有効活用するためには、個々人の意識の切り替え以上に、企

業の後押しが不可欠です。当サービスを導入した企業が、従業

員の休暇取得や自由な働き方を促すことで、心身の充実と、ひ

いては企業と日本の持続的な発展に寄与すると考えています。

私たちはホテル事業を通じて、物理的なサービスだけでな

く、人々の幸福につながる価値を、これからも提供し続けてい

きたいと思います。

取締役 Managing Director
Hospitality and
Culture Division

緒方 秀和

※出所：国土交通省観光庁「旅行・観光消費動向調査２０１８年１～１２月期」、「２０２０年旅行・観光消費
動向調査年報集計事項一覧」、一般財団法人日本旅館協会「営業状況等統計調査」、厚生労働省「令
和元年度衛生行政報告例」より

省人化とホスピタリティを両立した、
シンプルスタイリッシュな
グループステイ向けホテル。

A simple and stylish group-stay hotel
that balances efficiency and hospitality.

みんないれば、もっと楽しい

変わりゆく
「今の時代のラグジュアリー」を提案する、

ハイエンドホテルブランド。

A high-end hotel brand offering
a new perspective on “modern luxury”.

ラグジュアリーを遊べ。
stay together, play together where luxury goes to play Hotel for comfort stay & fun play

施設の概要

特色のある4つのブランドを展開

トピックス

「可能性しかない平日へ。」
法人向け優待サービス「ＧＯ！ ＷＥＥＫＤＡＹ」を開始

加入した企業で働く従業員の方々が、平日に当社のホテ
ルを２５％割引の優待価格にて宿泊いただける、福利厚生の
一つとなるサービスを始めました。働き方の多様化やワー
ケーション（ワーク＋バケーション）、ブレジャー（ビジネス＋
レジャー）といった滞在型旅行を促進し、ＷＥＥＫＤＡＹ（平
日）におけるより柔軟な仕事のスタイルと休暇の取り方を提
案します。

ベースレイヤーホテル

Support you comfortably.
Please take home a memorable
and enjoyable experience.

快適な滞在と楽しい街遊びを支える
基礎的機能を有するホテル。
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Healthcare Business

ヘルスケア事業
Healthcare Businessヘルスケア事業

「病院の安心感」と「自宅の快適さ」をもちあわせた、
本人も家族も満足できるホスピスを提供。
看護師・介護士が常駐しながらも、自宅のように居心地のよい施設を開発しています。

需要拡大に向けてサービスを拡充し、前向きに人生を全うできる終末期医療を支援します。

病床の削減や入院期間の短縮により、
受け皿となる施設の需要が増加

高度経済成長期以降、人が最期を迎える場所はほとんどが

病院でした。しかしながら、現代の超高齢社会においては、医

療費抑制のための病床削減や入院期間の短縮などにより、病

院に入院し続けることができない患者様が増えています。と

はいえ、自宅での療養は、病状悪化の懸念や家族の負担増加

など、容易ではありません。受け皿として、有料老人ホームや

サービス付き高齢者向け住宅が供給されてきたものの、これ

らの多くは終末期医療に適した環境を提供しているとは言い

難い状況でした。

そこで私たちが着目したのが、ホスピスです。末期がんや難

病などによる終末期患者で、人生の最期を穏やかに迎えたい

と望む方を受け入れています。ここでは、「緩和ケア」「ターミ

ナルケア」「看取りケア」の３つの選択肢があります。緩和ケア

は、病気による痛みを軽減することを目的とした療養を指しま

す。対象者の多くは末期がんの患者様で、治療ではなく痛み

を除去することを目的とした、医療的な対応を行います。ター

ミナルケアは、余命がわずかな方々を対象とするため、「終末

期医療」とも呼ばれており、残りの人生において豊かな時間を

過ごしていただくことを目的としています。看取りケアは、死

を目前にした方に行われる療養方法です。痛みや苦しみ、スト

レスをできるだけ取り除き、最期の時まで人としての尊厳を

保てるようにします。

このようにホスピスでは、入居者一人ひとりに寄り添った適

切な対応ができるとともに、家族の負担も大幅に軽減。そのた

め今後の社会において、さらに必要不可欠となる施設である

と断言できます。

しかし、私たちのリサーチによると、現状、多くのホスピスに

は課題が山積していることがわかりました。部屋が狭い、居室

にトイレがない、施設へのアクセスが悪いなど、効率を重視し

た結果、本来あるべき姿から、かけ離れた施設が存在してし

まっているのです。

そこで、「どんなホスピスであれば、自分の親を入居させた

いか」と自分たちへ問いかけ、私たちならではの施設づくりを

始めました。

本人が気持ちよく過ごせて、
家族も会いに行きたいと思えるホスピスを提供

当社では「ＣＬＡＳＷＥＬＬ」をブランド名に掲げ、病院ではな

く住宅の延長線上にあるもの、という考えのもとに、本人も家

族も満足できる新たな選択肢を提案しています。一般的なホ

スピスは、１部屋当たり１３㎡ほどですが、当社では１８㎡ほど

の広さを確保し、個室トイレをすべての部屋に設置。また、家

族が気軽に足を運べるよう、駅近の好立地に構えています。

施設や立地へのこだわりは、オペレーションが中心となる競

合他社と比べ、不動産に強い霞ヶ関キャピタルだからこそ可

能となります。これは、ホスピスで働くスタッフの満足度にも

つながる、重要な要素です。

オペレーションについても、前例にとらわれずに当社ならで

はの方法にこだわっています。入居者や家族に対しては、生活

の支援だけでなく、クリスマスパーティーや音大生による演奏

会、地域の町内会イベントなど、季節ごとに楽しめる行事を大

切にし、毎日が退屈しないよう工夫をこらしています。スタッ

フに対しては、ＤＸ推進により業務負担を軽減するほか、給与

水準を高める、福利厚生を充実させるなど、長く働ける環境を

整えています。人材不足の折、離職が懸念されるため、さらな

る改善を推し進めます。

ホスピスの供給は、まだまだ足りない状況です。今後は、ド

ミナント戦略のもと、東京・大阪・福岡といった人口が集中し

ているエリアを中心に、開発・開業を進めていきます。

執行役員本部長
ライフスタイルアセット事業本部

古川 喜久

施設の概要

「自分の親に入居してもらいたい施設」をコンセプトにホスピス住宅を開発・運営

トピックス

当社のホスピスブランドを
「ＣＬＡＳＷＥＬＬ」に決定

「暮らしの延長線上にある生活」を
コンセプトにした、当社のホスピス。
彩りのある豊かな日々を大事したい、
という想いを込めて、暮らす＋ＷＥＬＬ
から「ＣＬＡＳＷＥＬＬ」と命名しました。
家族が気軽に足を運べるよう、駅近
の好立地での開発を進めています。

東京23区の高齢者施設・住宅のポジショニング

100万円

20万円

10万円

看取りにおける在宅療養への対応力

月
払
い
の
賃
料

一般の
介護施設・
高齢者住宅

24時間
看護対応
ホーム

未開拓
ゾーン

既存の
ホスピス住宅

最期まで自分らしく生活できるお住まいの提供を目指す

運営ノウハウを活かし、土地の仕入れ・
開発段階から関わることで
機能性の高い施設を企画

施設企画力

ホテルで培ったノウハウで、
入居者様もご家族も快適に
過ごせる空間を提供

デザイン

ご家族も頻繁に訪れやすく、
働く従業員も通いやすい立地駅近の立地

現状、ホスピス住宅として
数が少ないポジションで施設を供給

介護士、看護師が２４時間常駐する住宅型有料老人ホームで、
日常生活で医療ケアを必要とする入居者が安心して過ごせ
る設備、環境が魅力。全室が個室タイプのためプライバシー
が確保されている。

こだわりの
居室空間

心地よい
共用スペース

食の喜び

各居室は18㎡前後を標
準仕様として全室にトイ
レを完備

ご家族やご友人が何度
も訪れたくなる心地よい
エントランス／ロビー／
ラウンジを提供

現地調理にこだわった
お食事、豊富なイベント
食を用意し食の喜びも
提供
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ドバイの不動産投資戦略
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Overseas Business

海外事業
Overseas Business海外事業

海外での事業を中心に、
霞ヶ関キャピタルの可能性を広げる。
主にドバイでの不動産投資を展開。

今後は周辺国ほか他国への進出を計画しています。

マーケットの拡大が進む
ドバイを中心に事業を展開

当社は以前より東南アジアの開発事業を手掛けており、今

後の海外の成長性を取り込むべく、２０２３年５月に国際事業

部を創設しました。現在は主に、アラブ首長国連邦のドバイに

てレジデンス物件の投資を行っています。

ドバイは２００９年に、「ドバイ・ショック」といわれる経済危

機に陥った過去があります。株式相場が世界的に急落し、ド

バイの支払い能力への不安感が高まりましたが、これを機に、

為替を米ドルにペッグし、経済の安定性を高めました。また、

２０２１年に「ドバイ都市マスタープラン２０４０」を策定し、急速

に発展しています。人口が過去２０年で約２.２倍増加しており、

今後１６年でさらに１.６倍とする計画です。今では、税率や犯罪

率の低さを背景に、世界で最も富裕層が流入する都市の一つ

に。さらに不動産賃貸マーケットでは、人口増加を背景に家賃

が年間約１５％ものペースで上昇しています。不動産売買マー

ケットも好調で、取引件数は新築・中古物件ともに増加中。こ

の状況は、いわゆる不動産バブルではなく、スイスの大手金融

会社ＵＢＳが世界主要都市の居住用不動産価格の動向を分

析した「ＵＢＳＧｌｏｂａｌＲｅａｌＥｓｔａｔｅＢｕｂｂｌｅＩｎｄｅｘ２０２４」

にて、ドバイの不動産価格はモデレートであると評価されて

います。そのため、今後も堅調に推移する見込みです。

ドバイは世界中から注目されているため、物件の取得は一

筋縄ではいきません。地元の有力なデベロッパーやブロー

カーとうまく関係性を築けないと、良い物件を購入するのは

困難です。そのため当社は、現地に拠点を設けることで有力者

との関係性を築き、スピード感をもって事業を推進していま

す。また、ドバイの特殊な商習慣に適応できる、当社の強みの

一つである「意思決定の早さ」は、競合他社との差別化につな

がっています。当社としては、こうした現地でのノウハウや

ネットワークを構築しながら、レジデンス物件の取得・売却実

績を積み上げることで、日本の投資家がドバイに投資できる

環境づくりを目指しています。

今後は、単純な住宅の売買だけでなく、上流の開発から携

わり、本当の意味でのデベロッパーを目指したいと考えてい

ます。過去の実績により、プレゼンスが高まるにつれ人脈も増

えて、開発用地の相談をいただける機会が増えてきました。現

地の不動産会社や日本の大手企業とタッグを組み、大規模な

案件に挑戦していきたいと思います。

また近年、ドバイの社会問題として、住宅の雨漏りや排水問

題があります。これまでは雨の日が少なく、設備を整える必要

がなかったのですが、気候変動の影響と考えられる大雨や台

風の頻発で、高度な施工技術が求められるように。このニーズ

に応えるため、今後は現地で施工会社を新設し、日本の技術

力を提供したいと考えています。

ドバイだけでなく、
周辺国ほか他国へ進出

今後は、ドバイおよび周辺国において、物流施設やホテルの

開発など、住宅以外の展開も進めていきます。このエリアは、

気温が高く物流システムがあまり発達していないため、当社

が日本で培った冷凍冷蔵倉庫の開発・運用ノウハウが大いに

貢献できる市場があると思います。また、観光業が主要な収

入源となるエリアでもあるため、ホテルの需要は増え続けて

います。当社の持つデザイン力や企画力を活かしたホテル開

発を推進していきます。

当事業部ではドバイを中心に、上流からの不動産開発への

参入を目指すとともに、周辺国ほか他国への進出を推し進め、

霞ヶ関キャピタルのさらなる企業価値向上に努めていきます。

執行役員本部長
オルタナティブ
投資事業本部

菅　英輔

ドバイの不動産投資戦略

近年ドバイは投資先として世界的に注目を集めており、特に不動産投資環境は人口増加に伴う実需拡大や
富裕層の流入が顕著なことから高級レジデンスは強い成長が見込まれます。

人口増加と経済成長の取り込み

ドバイ政府の「ドバイ都市マスタープラ
ン2040(21年3月)」では、2040年まで
に人口を580万人まで増加させる計画

活況な不動産市場

Property Finderのレポートによると
2021年からドバイ不動産の取引量・取
引額のCAGRは取引量:+49.5%、取引
額:+66.5%で増加

割安な不動産価格

ドバイ人口計画 ドバイ不動産取引

「U B S G l o b a l R e a l E s t a t e 
Bubble Index(24年9月)」で世界25
都市の中で14番目に位置し比較的割
安な水準

Six Senses Residences
ドバイ初のSix Sensesブランドのレジデンス。
ペントハウス、スカイヴィラ、シグネチャーヴィ
ラのタイプからなり、併設するホテルの施設や
ビーチに直接アクセス可能。

Address Hillcrest
ドバイヒルズパークのそばに位置する高級ブ
ランド住宅のプレミアムコレクション。ドバイ
最 大 手デベロッパ ーである E m a a r 
Propertiesが開発。

One Za'abeel
高級オフィス、ラグジュアリーホテル、住宅、レ
ストラン、商業施設などが集積した大型複合
施設。ドバイの政府系デベロッパーである
ITHRA DUBAIが開発。
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トップメッセージ ビジネスモデルイントロダクション Ｅ Ｓ Ｇ データベースIntegrated Report 2024

管理本部長インタビュー

アクセルとブレーキの併用で、会社を総合的にサポート。
企業規模が拡大するなか、全事業部のビジネスがより円滑に進むように。

また、プライム上場企業として責任のある企業活動を推進できるよう管理してまいります。

今後の成長を見越した
戦略的な組織のアップデート

私が入社した２０１６年には社員数は役員を含めてたった７

名でしたが、今では単体ベースで２５０名超にまで増え、急速

に「組織」へと変貌を遂げました。拡大にともない、注力すべき

点も変化。２０１８年の上場前後では、財務関連の整備が重要

でしたが、財務基盤が整ってきた現在、力を注いでいるのは事

業推進の円滑化とリスク管理の徹底です。

これらに向けて、昨年度に組織をアップデートしました。管理

本部に属していた人事部はＣｏｒｐｏｒａｔｅＣｕｌｔｕｒｅＤｉｖｉｓｉｏｎ

（ＣＣＤ）と改称して社長直轄の部署となる一方、これまで社長

直轄であった法務セクション（Ｌｅｇａｌ）は管理本部に加わりま

した。

この変更により、ＣＣＤでは人材に関わる採用や労務管理

のほか、企業文化を浸透させる役割を担います。社員が急増

するなか、「霞ヶ関キャピタルらしさ」を全員に染みわたらせる

のは重要な業務です。社長直轄になったことで、スピード感を

もちながら推進しています。

管理本部では、各事業部のビジネス面でのサポートをこれ

まで以上に強化するとともに、組織のリスク管理にも注力しま

す。６部署で構成される管理本部は、経営企画部、経営管理部、

事業推進部、広報・ＩＲ部、経理部にＬｅｇａｌが加わったことで、

現場サイドとの連携がとりやすくなり、より合理的な判断がで

きるようになりました。

プライム上場企業として
常に責任感のある言動を徹底

この１年を振り返ると、プライム市場への変更だけでなく、

時価総額の大幅な増加により機関投資家からの注目度が高

まっています。特に顕著なのは、２０２３年以降、海外の機関投

資家からのインタビュー依頼が２～３倍に増えたこと。会社

が今までとは異なるステージに来たことを、改めて実感します。

そんななか、管理本部ではリスク管理について、特に気を

配っています。不正なインサイダー取引は言語道断ですが、社

員一人ひとりの些細な言動が、会社の信用を毀損する場合も

あります。もちろん、社員の増加に比例してリスクも倍増しま

す。不動産取引では大きなお金を動かすため、不正を未然に

防ぐことを目的にした社内研修の充実を図り、時には弁護士

などの外部講師を招き、インサイダーや横領など重要なテー

マを含む研修を半期に一度実施しています。社員数の拡大に

ともない、今後は研修の頻度を高める計画です。

管理本部では、霞ヶ関キャピタルが今後も持続的に成長で

きるよう、各事業部をサポートする「アクセル」の役目だけでな

く、プライム上場企業としての高い意識をもった人材の集合

体となるための「ブレーキ」としての役割を併用しながら、事

業に努めてまいります。

取締役本部長
管理本部

廣瀬 一成

4

5

6

全国アセットマップ プロジェクトパイプライン

社会のニーズにいち早く対応。
会社の拡大とともにスピードを速めながら
開発を進めていきます

独自のビジネスモデルによる当社ならではの速度で、

ホテル・物流施設・ホスピスの

開発プロジェクトを推進しています。

❶ fav 高松
❷ fav 飛騨高山
❸ fav 熊本
❹ fav 伊勢
❺ fav 広島スタジアム
❻ fav 函館
❼ fav 東京西日暮里
❽ fav 鹿児島中央
❾ fav 広島平和大通り
10 fav 東京両国 
11 FAV LUX 飛騨高山
12 FAV LUX 長崎
13 seven x seven 糸島
14 seven x seven 石垣
15 FAV LUX 鹿児島天文館
16 札幌南6西7ホテルプロジェクト
17 御殿場東田中ホテルプロジェクト
18 FAV LUX 小豆島
19 淡路島洲本ホテルプロジェクト
20 小豆島小部ホテルプロジェクト
21 由布院ホテルプロジェクト

22 宮崎市橘通東ホテルプロジェクト
23 箱根強羅ホテルプロジェクト
24 BASE LAYER HOTEL名古屋
25 名古屋丸の内ホテルプロジェクト
26 金沢市片町ホテルプロジェクト
27 熱海銀座町ホテルプロジェクト
28 広島宮島口ホテルプロジェクト
29 福岡ホテルリブランドプロジェクト
30 旭川ホテルプロジェクト
31 宇治山田ホテルプロジェクト
32 宮古島西浜ビーチホテルプロジェクト
33 銀座ホテルプロジェクト
34 渋谷区ホテルプロジェクト
35 長崎ホテルリブランドプロジェクト
36 富士河口湖ホテルプロジェクト
37 大阪本町ホテルプロジェクト
38 名古屋中区ホテルリブランドプロジェクト
39 浅草雷門ホテルプロジェクト
40 宮古伊良部島ホテルプロジェクト
41 出雲ホテルプロジェクト

❶ LOGI FLAG COLD 市川Ⅰ
❷ LOGI FLAG COLD 船橋Ⅰ
❸ LOGI FLAG COLD 横浜港北Ⅰ
❹ LOGI FLAG Fresh 京都Ⅰ
❺ LOGI FLAG COLD 厚木Ⅰ
❻ LOGI FLAG DRY & COLD 福岡古賀Ⅰ
❼ LOGI FLAG DRY & COLD 仙台泉Ⅰ
❽ LOGI FLAG TECH 大阪南港Ⅰ
❾ LOGI FLAG TECH 所沢Ⅰ
10 LOGI FLAG COLD 大阪茨木Ⅰ
11 LOGI FLAG COLD 習志野Ⅰ
12 LOGI FLAG TECH 八戸Ⅰ
13 (仮称)LOGI FLAG TECH 東扇島Ⅰ
14 (仮称)LOGI FLAG TECH 東扇島Ⅱ
15 (仮称)LOGI FLAG TECH 名古屋みなとⅠ
16 (仮称)LOGI FLAG TECH 越谷Ⅰ
17 (仮称)LOGI FLAG TECH 神戸須磨Ⅰ
18 (仮称)静岡県袋井市

❶ パルム澄川ホスピス
❷ CLASWELL仙川
❸ パルム札幌中央ホスピス
❹ CLASWELL信濃町
❺ 豊中
❻ CLASWELL小竹向原
❼ CLASWELL下石神井
❽ 岸辺
❾ 府中
10 福岡平尾
11 北浦和
12 大宮
13 西宮
14 光が丘
15 久我山
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CLOSE-UP!   ENVIRONMENT 環 境

トップメッセージ ビジネスモデルイントロダクション Ｅ Ｓ Ｇ データベースIntegrated Report 2024

物流事業を中心に、気候変動対策に積極的に取り組み、脱炭素社会の実現に寄与しています。

基本的な考え方
物流事業において、冷凍冷蔵倉庫の開発にあたっては、２０３０年フロン規制への対応からノンフロン（自然冷媒）を使用し

た冷却機器を採用するとともに、屋上への太陽光発電施設の設置等、省エネルギーに配慮した設計を採用しています。
また、環境負荷低減の取組み成果の客観性を高めることを目的に、グリーンビルディング認証を積極的に取得しています。

物流事業における環境配慮の取組み
当社が開発する物流施設について、冷凍冷蔵倉庫で使用する冷媒は温室効果の小さい自然冷媒を採用しており、また、

ＣＡＳＢＥＥ不動産評価認証「Ａランク」またはそれと同等の認証を取得する方針です。加えて、屋上に太陽光発電システムを
設置し、環境負荷低減に向けた取組みを推進しています。

屋上への太陽光発電施設の設置

LOGI FLAG COLD 船橋Ⅰ

LOGI FLAG COLD 市川Ⅰ

LOGI FLAG COLD 横浜港北Ⅰ

LOGI FLAG Fresh 京都Ⅰ

LOGI FLAG DRY & COLD 福岡古賀Ⅰ

LOGI FLAG DRY & COLD 仙台泉Ⅰ

LOGI FLAG COLD 厚木Ⅰ

LOGI FLAG TECH 所沢Ⅰ

LOGI FLAG TECH 八戸Ⅰ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

ZEB Ready

ZEB Ready

BELSCASBEE物件名

グリーンビルディング認証の取得

持続可能な社会を実現するために
当社では「その課題を、価値へ。」を経営理念として掲げており、ＥＳＧやＳＤＧｓにも積極的に貢献しております。

各事業への取り組みを通して、持続可能な社会の実現を目指してまいります。

当社は、サステナビリティへの取組みが重要かつ不可欠であると考えており、「その課題を、価値へ。」という経営理念のもと、「成長性のある
事業分野」かつ「社会的意義のある事業」において事業を展開しており、事業展開を通して持続可能な社会の実現のため社会問題解決へ取り
組んでまいります。

霞 ヶ 関 キ ャ ピ タ ル の Ｅ Ｓ Ｇ

サステナビリティに関する考え方

環 境
Environment

社 会
Social

ガバナンス
Governance

物流事業において、屋上に太陽光パネルを設置
するなど、気候変動にかかわる分野に対する目
標達成に貢献してまいります。

不動産コンサルティング事業における物流施
設開発、ホテル開発やヘルスケア施設開発等へ
の取組みにより、人々が平等に、安心して住み
続けられる街づくりに努めています。

株主をはじめ、取引先、従業員、地域社会といっ
た各ステークホルダーから当社に対して、継続
的な信頼を得ることが重要であると認識してお
り、当該認識のもと、当社全体の内部統制整備・
運用を徹底することにより、コーポレート・ガバ
ナンスのさらなる充実に努めております。

気候変動への取組み
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CLOSE-UP!   SOCIAL 社 会

トップメッセージ ビジネスモデルイントロダクション Ｅ Ｓ Ｇ データベースIntegrated Report 2024

ビジネスポリシー

■ホテルでの取り組み

霞ヶ関キャピタルの成長 よりよい社会への前進

超高齢社会問題

地方創生

ＥＣ社会への対応
（倉庫不足）

環境問題・
地球温暖化問題

物流施設開発

自然冷媒を利用した
冷凍冷蔵倉庫開発

多人数向けホテル開発

ヘルスケア施設開発

今回のプロジェクトでは、一泊一室につき宿泊者から２５０円、当社子会社のｆａｖｈｏｓｐｉｔａｌｉｔｙｇｒｏｕｐ株式会社
から２５０円の合計５００円が、ヘラルボニーを通じて作家報酬として支払われます。障害のある方々への支援ではなく、
彼らの作品に対する利用料を支払うことで、作家の活躍の場を広げ、創作活動やその普及につなげていく取り組みです。

株式会社ヘラルボニーは
「異彩を、放て。」をミッショ
ンに掲げ作家とともに、新し
い文化をつくる企業です。
同社との共同プロジェク

トは、２０２２年８月の「ｆａｖ
広島スタジアム」にヘラルボ
ニー契約作家のアート（作家
１０名、計１１作品）によるアー
トルームを導入することか
らはじまり、現在９施設に同
コンセプトのお部屋が設置
されております。

障害のある作家に宿泊料の一部をお支払いする

共同プロジェクト「ｆａｖ│ＨＥＲＡＬＢＯＮＹ」

作家のアートが落とし込まれたヘラルボニールーム。作家によって異なるさまざまな雰囲気の空間を楽しめる

当社は、「その課題を、価値へ。」という経営理念のもと、「成長性のある事業分野」かつ

「社会的意義のある事業分野」において事業を展開しており、

事業展開を通して持続可能な社会の実現のため社会問題解決へ取り組んでいます。

基本的な考え方
Ｅコマースの拡大による物流施設需要の高まりや、２０３０年フロン規制に向けた冷凍冷蔵倉庫の設備投資、冷凍食品
の消費増加による冷凍冷蔵倉庫の需要拡大などを受け、物流施設事業を大きく展開しています。また、ホテル事業にお
いては、日本には観光資源が豊富で魅力的なまちが多くある一方で、国内外旅行者の家族・グループ旅行に対応した宿
泊施設はまだ十分ではないことから、４人以上がゆったり泊まることができるホテルを主要観光都市を中心に全国各地
へ展開し、観光需要に対応すると共に、地域創生に貢献してまいります。また、ヘルスケア事業においては、超高齢社会
である日本において、ヘルスケア施設の不足は社会的課題であり、当社は新規施設をマーケットに供給する開発主体と
して、この社会的課題に取り組んでおります。

社会課題解決への取組み

ヘラルボニー契約アーティストのほか、３名の宿泊体験を綴った記事を公開中。
誰もが快適に泊まれるホテルで、旅をもっと自由に、もっと楽しいものにするための情報を提供
しています。

特設サイト

KASUMIGASEKI CAPITAL 2827

https://fav-hotels.com/heralbony/


CLOSE-UP!   SOCIAL 社 会

トップメッセージ ビジネスモデルイントロダクション Ｅ Ｓ Ｇ データベースIntegrated Report 2024

社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み

Social Report

スポンサー活動 その他の社会貢献

男子プロバスケットボール Ｂリーグ所属
「仙台８９ＥＲＳ」の株式を取得

1

Interview

豊かな街・社会づくりをスポーツの力で支援。

財務本部長

執行役員本部長
財務本部

設樂 英孝

当社は、「仙台８９ＥＲＳ（エイティナイナーズ）」の運営会社である株式会社仙台８９ＥＲＳの株式約８３.５％を、２０２３
年１１月１０日付で取得し、連結子会社化しました。同社の企業理念「バスケットボールを通じて、豊かな社会づくり・元
気な仙台の街づくりに貢献する」の実現に向けて、次世代育成ならびに地域社会貢献活動を継続的に推進していきます。

Social Report

日本や海外で病気とたたかう子供たちを応援するチャリティーイベント
「サンタパレード東京２０２４」へ協賛

2
サンタパレードは世界各国で行われており、参加費を活用して国内外の子どもたちの支援を行い、クリスマスを病院

で過ごす子供たちにプレゼントが贈られるほか、医療を必要としている海外の子供たちの支援にも充てられています。
クリスマスを思い切り楽しみながら社会貢献ができるイベントで、当社も社員やその家族が参加して、渋谷から原宿の
目抜き通りをサンタ姿でパレードしました。また、８９ＥＲＳやｓｅｖｅｎxｓｅｖｅｎのオリジナルブースで会場を盛り上げまし
た。

Social Report

能登半島地震
チャリティーゴルフコンペを開催

3
２０２４年１月に発生した能登半島地震で被災された方々への支援を目的とした、チャリティーゴルフコンペを２０２４
年４月に開催しました。チャリティーの趣旨にご賛同いただいた、取引先および社内の総勢約２００名が参加。参加者か
らの寄付とオークションで約１３０万円が集まり、支援団体へ寄贈しました。

２０２３年９月に、管理本部に属していた財務部が分離
独立し、財務本部が発足しました。新たな財務本部は増
員が進み、現在、財務部７名と事業開発部８名で構成さ
れています（インタビュー実施時点）。企業価値のさらな
る向上を目的とし、主に財務部では資金調達の強化、事
業開発部ではＭ＆Ａの推進に力を注いでいます。
Ｍ＆Ａでは、事業シナジーを創出し、グループ全体の企
業価値向上を推し進めます。具体的には、まず各領域の
核となる企業と資本・事業提携を進め、当社のサービスを
組み合わせることで事業拡大や効率化につなげ、安定
性・成長性を高めます。そして、その企業を基盤としたプ
ラットフォームに、より専門的なコンテンツをもつ企業を
さらに参加させ、融合させることで、独自性の高い価値を
社会へ提供できるようになります。当社のＭ＆Ａにより、
各企業間で強みと弱みをカバーし合えるＷｉｎ－Ｗｉｎの
関係性を増やしていき、業界をリードしていきます。
また、地域社会への貢献の面においても、一翼を担い
たいと考えています。そこで２０２３年１１月に、男子プロバ
スケットボールＢリーグ所属「仙台８９ＥＲＳ」の運営会社
である株式会社仙台８９ＥＲＳを連結子会社化しました。仙
台８９ＥＲＳの「バスケットボールを通じて、豊かな社会づ
くり・元気な仙台の街づくりに貢献する」という企業理念
に共感するとともに、東日本大震災によるチーム解散の
危機を乗り越え、トップリーグであるＢ１リーグで活躍す
る姿に感銘を受け、プロバスケットボールチームの運営

を通じて活動を支援していくことを決めました。
なぜ仙台のチームを選んだかというと、祖業の地だか

らです。当社は、東日本大震災で被災したショッピングセ
ンターを復興させる事業から始まりました。この商業施
設は生活インフラとして、地域に貢献することができまし
た。管理を任されていた私たちは、ほかのショッピングセ
ンターの再開の目処が立たないなか、オーナーを説得し
て、どうにか開店にこぎつけました。住民の方々に喜んで
いただけたそのときの経験が、今の霞ヶ関キャピタルの
基盤になっています。
仙台８９ＥＲＳのオーナーになったことで、当社の知名度

が上がり、優れた人材の確保ほか、ホテルやホスピスと
いったＢｔｏＣビジネスの宣伝効果にもつながると考えて
います。今後もＭ＆ＡによるＷｉｎ－Ｗｉｎの関係性を構築
しながら、企業価値の向上に努めていきます。
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レーティング

スコア

参考：エンゲージメントスコアとレーティングの関係

取り組み事例エンゲージメントスコアの例

職場上司仕事会社

総合満足度

回答
人数

エンゲージ
メント
スコア

65.1 219 3.9 3.7 3.5 3.9

33 39 42 45 48 52 55 58 61 67

DD DDD C CC CCC B BB BBB A AA AAA

ＡＡ

内　容制　度

フルフレックス
制度

コアタイムを設けず、従業員が出勤・退勤の時間
を自由に選べるようにしています

2024年8月期

連結従業員数（人）

単体従業員数（人）

平均年収（万円）  ※単体

育児休業取得率（％）

436

256

1,677

100.0

副 業
一定の条件を満たせば、従業員は勤務時間外に
おいて他の会社の業務に従事することができま
す

出産祝い金 出産祝いを一子につき１００万円支給します

朝食・昼食
配布

健康経営の一環として従業員の健康を考えた
朝食と昼食を、毎日無料提供しています

スポーツジム
無料利用

当社グループが運営しているスポーツジムを無
料で利用することができます

非喫煙手当 喫煙しないことを宣誓した社員に、毎月５,０００
円の非喫煙手当を支給しています

月毎の入退社数

人事データ 経路別の採用割合

基本方針
企業経営において「人的資本」の重要性がますます高

まっています。少子高齢化による労働力不足、グローバル
化、ＤＸ化など世の中の変化が激しく不透明な時代です。
その中で持続可能な成長を求められる今、「一人ひとりの
社員」を最大限活かすことが人的資本経営においては大
事だと考えます。
当社は「その課題を、価値へ。」を理念に掲げ、社会的な

ニーズに収益性を見出し、ビジネスを成立させて社会課
題を解決しています。私たちが求める人物像は、課題の本
質を見つけ解決手段を徹底的にやり抜ける圧倒的な行
動力と当事者意識を持った「変化を起こす側へ、回れ。」を
体現できる人財です。
そのような人財を積極的に採用、育成し、全社員がその
力を最大限発揮できるような環境を作り、つねに成長し
続ける会社でありたいと思います。

従業員エンゲージメント
当社は数年で飛躍的に事業を拡大させてきましたが、
今後も継続的な成長を実現するには現時点の組織状態
を確認し、適宜対応していく必要があります。
今年からリンクアンドモチベーション社（以下ＬＭ社）

のモチベーションクラウドを導入し、従業員のエンゲージ
メントサーベイを始めました。
「エンゲージメントスコア」は、１１,５９０社、４２２万人の
実績を誇る組織の統一指標で、他社平均を５０.０とした
ときの当社全体のエンゲージメントスコアは６５.１と、他

社平均より高いスコアとなっています。ＬＭ社によると、
エンゲージメントの向上は「営業利益率」並びに「労働生
産性」向上に寄与するという研究結果が出ており、当社
は６５.１でＡＡというレーティングとなっており、今後は
ＡＡＡのレーティング取得を目指し、現状の課題に取り組
んでいきます。

人材育成
２０２３年１２月に人事組織を変更し、研修、評価等の人
事関連企画業務を行う「ＨＲＳｔｒａｔｅｇｙａｎｄＰｌａｎｎｉ
ｎｇ」を新設しました。会社や社員の課題に合わせた研修
プランの企画を行っていきます。
また、社員の自己啓発、能力開発及びキャリア形成を促
進し、組織活力の向上を図るために、会社が指定した資
格に対しての講座、教材、受講料などの費用を会社が負
担する教育支援制度を導入して資格取得を推進していま
す。

ダイバーシティ・健康経営
当社は全従業員が心身ともに健康でイキイキと働き続

けられ、誰もが平等に活躍できる職場環境の実現を目指
しています。
全従業員がその能力を最大限に発揮し組織の成長に
貢献できるよう、柔軟な働き方の推進を行うことや、心身
の健康をサポートするプログラムの提供、ワークライフバ
ランスを充実させるための制度等、従業員の幸福度向上
のための様々な制度を導入しています。

『変化を起こす側へ、回れ。』
当社の経営理念である「その課題を、価値へ。」を実現

するプロフェッショナル集団として、常に「変化を起こす
側へ、回れ。」を体現できる人財の採用に創業以来継続し
て取り組んでいます。特に直近数年間は積極採用を行っ
ており、離職者も少なく２０２２年９月から２０２４年８月の
２年間で約９０名の純増となり、業績拡大や新規事業展開
にも繋がっています。今後は、入社した社員の教育にも力
を入れ、好循環を生み出す取り組みをしていきます。
当社はさまざまな職種や多様な業界からの人財を積
極的に採用しており、入社後即戦力として活躍できるよう
にジョブ型での採用を行っております。ポジションも細か
く分けて活動を行っており、入社後に業務内容のギャッ
プがないように意識しています。
これまではキャリア採用中心に取り組んできましたが、
今後は新卒採用も本格的に開始し、優秀な人財を採用し
て、組織を更に活性化を目指します。

リファラル採用
当社では、エージェント紹介、ＷＥＢ媒体、ダイレクトリ

クルーティングなど多様なチャネルで採用活動を行って
いますが、最も多い採用経路がリファラル採用となってお
り、直近１年間で５４名の採用に成功しています（全体の
約４０％を占めています）。当社の社員が自分のネットワー
クから入社後に活躍できると思われる人財に積極的に声
をかけ、各部門に推薦し、採用しています。
リファラル採用のメリットは、採用コストを抑えられる
ことはもちろん、即活躍できる人財の採用ができること、
入社前と入社後のギャップが生まれにくいのでロイヤリ
ティを高めやすい人財が採用できる点などがあり、社員
全体のエンゲージメント向上や離職率の低減にも繋がっ
ています。
これからも継続して良い人財を採用していくためにも、

リファラル採用の強化はもちろん、媒体掲載などにも力を
入れて知名度を上げていき、より多くの人に入社したい
と思ってもらえる会社を創っていきます。

人的資本 人材採用

■エージェント
■媒体
■リファラル
■その他

29%

15%42%

14%

従
業
員
（
常
勤
）

2024.8
2024.7

2024.6
2024.5

2024.4
2024.3

2024.2
2024.1

2023.12

2023.11

2023.10

2023.9
2023.8

2023.7
2023.6

2023.5
2023.4

2023.3
2023.2

2023.1

2022.12

■入社者数　■退職者数
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Interview

社内結婚で初となる、夫婦揃っての産休・育休取得

──産休・育休をとるにあたり、苦労した点はありましたか？
金子玲菜：妻（以下、妻）　いえ、特にありませんでした。産休・育休

を取得する方はもともと多かったので、何も問題なく休みに入れま

した。

宮原冬太：夫（以下、夫）　むしろ会社は、「しっかり休んでね」と後

押ししてくれました。実際に休んだ期間は、私が１か月で、妻が１年

４か月です。１年以上の休みに入るのは引き継ぎが大変そうだけ

れど、どうだった？

妻　妊娠がわかってからすぐに上司に伝えて、スムーズに引き継

げたよ。ただ当時、部署に３人しかいなかったから少し大変だった

かも。けれど、誰一人嫌な顔をせずに協力してくれて、とてもありが

たかったな。今は人数が増えてきたので、お互いにサポートしやす

くなったと思うよ。

夫　同世代でお子さんをもつ方が多いから、みんな協力的でやさ

しいよね。ぼくの１か月の育休は、役に立ったかな……。

妻　普段は仕事で出張が多いけれど、産まれてすぐに休んでそば

にいてくれたから、すごく安心できたよ。もしそのときに一人の時

間が多かったら、不安だったと思う。ありがとう。

──ワークライフバランスに向けた会社の制度は、充実しています
か？

妻　私が入社した２０２０年から徐々に、制度が充実してきています。

出産祝い金や子ども手当など、手厚くサポートしていただいています。

夫　出産祝い金の制度はきっと、ぼくたちの出産の時期に合わせ

てスタートしてくれたよね？

妻　うん、もともと会社として、制度を強化したいという想いがあっ

たみたいで、ちょうどタイミングが合いそうだったから、間に合わせ

てくれたんだと思う。霞ヶ関キャピタルらしいエピソードだよね。

夫　あとは、休みが多かったり、働き方が柔軟だったりするのも、

従業員にとってはありがたい点だよね。

妻　有給休暇が法定日数よりも多いし、リフレッシュ休暇もある。

出産してから特によかったと感じるのは、出社・在宅を併用できる

点とフルフレックス制度かな。一日の勤務時間にしばりがなく、ひ

と月のなかで決められた時間を自分の裁量で使えるから、子ども

の送り迎えとか、急に熱が出てしまったときなどに柔軟に対応でき

るよね。

夫　そうだね。自分の仕事をしっかりこなして、まわりに迷惑をか

けなければＯＫ、という考えが浸透しているよね。だから、家族との

時間をつくりやすい。

──ほかの従業員への伝えたいことはありますか？
妻　産休・育休に入るときよりも、復帰時の不安が大きいかもしれ

ません。私自身、子どもが産まれる前のような時間の使い方ができ

ないなか、もともとの営業職を続けるか、事務職になるか迷いました。

私は営業職を続けることを選びましたが、個々人の希望によって選

択肢があるのは、安心につながります。従業員それぞれのチャレン

ジをサポートしてくれるので、充実して働ける会社だと思います。

夫　霞ヶ関キャピタルは、従業員だけでなくその家族も大切にし

てくれます。ぼくの育休は１か月でしたが、なかには１年の方も。自

分の人生をどう過ごしたいか、さまざまな価値観を受け入れてくれ

る環境は整っていますので、尊重し合いながらいっしょに会社を

成長させていきましょう。

産休・育休を取得した社員

Hospitality and Culture Division/
Brand and Marketing/Operation
ヴァイスプレジデント

金子 玲菜

Real Estate and Development Division/
Project Management/Ⅳ
ヴァイスプレジデント

宮原 冬太

Social Report

生産性を高める執務環境の整備

従業員相互のコミュニケーションを促進する取り組み

アクティビティ・ベースド・ワーキングの導入

オフィス内に、フリーアドレススペースやコワークスペース・集中ブースなどを整備しています。ときには一人で集中
して、あるときはプロジェクトメンバーとディスカッションしながら……など、その時々の業務に合わせて働く場所を自
由に選ぶことができます。自分のデスク一箇所ではないため、リフレッシュやコミュニケーションにもつながると好評で
す。結果として生産性の向上を図ることができています。

Social Report

コミュニティスペースを設置

Social Report

クラブ活動費の補助

Social Report

各種社内イベントの開催

オフィスにバーカウンターを設け、
同じオフィスにいる他の社員とのイ
ンフォーマルコミュニケーションを
促進する仕掛けを設けています。

部署や役職の垣根を越えたコ
ミュニケーションの促進を図るため、
会社公認のクラブ活動を設け、その
活動費を補助しています。テニス部
やサッカー部など複数のクラブが活
動しています。

定期的に社内イベントを開催し
ており、半期毎に開催している決算
説明会ではその期に活躍した社員
を表彰するとともに、年末のクリス
マス会では役職員の家族も参加し、
交流を図っています。

フリーアドレススペース 緑を配置した多目的スペース

多人数で会議可能な ミーティングスペース 集中スペース
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コーポレート・ガバナンス体制

当社は、会社法上の機関設計として監査等委員会設置会社を採用し、会社の機関として、取締役会及び監査等委員

会を設けるとともに、経営及び業務執行に関する協議・意思決定機関として経営会議を設置しています。

当社の各機関等の内容は次のとおりです。

当社は、会社の機関として、会社法上の機関設計として監査等委員会設置会社を採用し、取締役会、監査等委員
会を設けるとともに、経営及び業務執行に関する協議・意思決定機関として経営会議を設置しております。当社
の各機関等の内容は以下のとおりであります。

２０２２年９月１日付で指名・報酬委員会を設置
プライム市場上場企業としてもふさわしいガバナンス体制を構築しております

各部門、グループ会社

経営会議

代表取締役内部監査室

意思決定・執行機能

会計監査人
監査等委員会取締役会

答申

報告

諮問

選任・解任 報告 選任・解任

内部監査 会計監査

監査・監督

連携監査等

連携

連携

連携

指示

指示

報告

報告

選定・監督・解職 報告

指示 報告

選任・解任

リスクマネジメント・
コンプライアンス委員会

取締役
（監査等委員である取締役を除く）
監査等委員である取締役

監査等委員である取締役

監査等委員会事務局

指名・報酬委員会

意思決定・監査/監督機能

株主総会

企業統治の体制

当社の取締役会は、取締役（監査等委員である取締役を除く）８名（うち社外取
締役３名）及び監査等委員である取締役６名（うち社外取締役６名）により構成
されております。毎月開催される定時取締役会に加え、必要に応じて臨時取締
役会を開催しております。経営に関する重要な意思決定を行うとともに、取締役
の職務執行状況を多面的に監督・監視し当社の経営の効率性及び透明性を確
保できるよう努めております。

取締役会

当社の監査等委員会は常勤監査等委員である取締役１名及び非常勤の監査等
委員である取締役５名の計６名（６名とも社外取締役）で構成されております。
監査等委員は「監査等委員会規程」及び監査計画に基づき取締役会をはじめと
する重要な会議に出席し、必要に応じて意見を述べるとともに、取締役及び各
部門にヒアリングを行い、経営に対して適正な監視を行うこととしております。
さらに、内部監査担当者及び会計監査人との連携を密にして、監査の実効性と
効率性の向上を図っております。

監査等委員会

当社は、２０２２年９月１日付で、取締役の指名・報酬等に係る取締役会の機能の
独立性・客観性と説明責任を強化することにより、コーポレート・ガバナンスの充
実を図ることを目的として、取締役会の諮問機関として任意の指名・報酬委員会
を設置いたしました。指名・報酬委員会は、取締役会が選定した５名の取締役（う
ち独立社外取締役３名）で構成され、取締役の選任・解任、代表取締役の選定・解
職及び取締役の報酬等に関する事項等について審議し、取締役会に対して助
言・提言を行っております。

指名・報酬委員会

経営の透明性と効率性を高め、社会から信頼される企業であり続けるため、

コーポレート・ガバナンスの強化に取り組んでいます。

基本的な考え方
当社は、「その課題を、価値へ。」という経営理念のもと、企業が永続的に発展するためには、コーポレート・ガバナンス

の確立が不可欠なものであると考えております。このため、株主をはじめ、取引先、従業員、地域社会といった各ステーク
ホルダーから当社に対して継続的な信頼を得ることが重要であると認識しており、当該認識のもと、当社全体の内部統
制整備・運用を徹底することにより、コーポレート・ガバナンスのさらなる充実に努めております。

経営会議
当社では、原則毎月１回、常勤の取締役を構成員とする経営会議を開催しております。経営会議では、経営や事業運

営に係る重要な討議や決裁、意思決定及び各部門の業務執行報告を行っており、出席者が情報を共有し、十分な議論
を行っております。
内部監査
内部監査については、独立した組織として内部監査室を設けており、代表取締役により選任された内部監査室長が

内部監査年間計画書に基づき内部監査を実施し、その監査結果については、代表取締役、監査等委員会及びリスクマネ
ジメント・コンプライアンス委員会並びに関係部署に報告されており、また、リスクマネジメント・コンプライアンス委員
会の実施報告を取締役会へ行うことを通じて、取締役会にも共有されています。
代表取締役社長は、監査結果の報告に基づき、被監査部門に対して改善を指示し、その結果を報告させることで内部

統制の維持改善を図っております。また、内部監査担当者と監査等委員会、会計監査人が監査を有効かつ効率的に進め
るため、適宜情報交換を行っており、効率的な監査に努めております。

コーポレート・ガバナンス
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不動産鑑定評価及びデューデリジェンス業務に従事したのち、ファンドの組成及び物件の取得・期中運用・売却業務に従事。不動産ファンド

のアレンジメントやコンサルティングを行う会社を設立し、２０１１年に当社を創業。同社でショッピングセンター及びソーラー発電施設の運

営事業を開始。事業の拡大にともない２０１６年に取締役に就任。２０１９年に取締役会長に就任。

小川 潤之
取締役会長

建設業界にてコンストラクションマネジメント業務に従事。不動産業界へ転向し不動産流動化、不動産ファンド設立、案件ソーシングなど幅

広い経験を積む。不動産ファンド事業における投資家対応、ファイナンス業務、物件取得及び売却業務などを経て２０１４年に当社に参画し自

然エネルギー事業の立ち上げを推進。２０１５年に代表取締役に就任。

河本 幸士郎
代表取締役社長

証券業界にてキャリアをスタートし、事業法人向け営業に従事。そののち国内外の証券会社で上場企業に対し事業戦略に沿った資本政策等

の立案、株式価値の向上策等の提案・実行を行う投資銀行業務に従事。２０１６年に当社に参画し、取締役に就任。管理部門において社内体制

構築全般を主導、現在は管理本部を担当。

廣瀬 一成
取締役管理本部長

不動産業界にて経営企画、エクイティ・コーポレートファイナンス業務などに従事。そののち投資ファンド業界においてメザニン債権投資ファ

ンド・不動産投資ファンド・ヘッジファンドの投資運用及びファイナンスアレンジメントなど幅広い業務経験を積む。

２０１７年に当社に参画し、２０１８年より取締役に就任。現在はＨｏｓｐｉｔａｌｉｔｙａｎｄＣｕｌｔｕｒｅＤｉｖｉｓｉｏｎを担当。

緒方 秀和
取締役Hospitality and Culture 本部長

２００７年より財閥系ＡＭ会社に１０年勤務。２０１２年から物流に特化しアクイジション、私募ファンドレイズや上場ＲＥＩＴ組成を行う。外資系Ａ

Ｍ会社に転職し開発、リノベ、リースアップファンドなど、オポチュニスティックなファンドからバリューアップ、コアファンドなど、幅広く手掛

ける。２０２０年に当社に参画し、２０２２年に取締役副社長に就任。現在はロジスティクス営業本部を担当。

杉本　亮
取締役副社長  ロジスティクス営業本部長

前列左から

社外取締役

社外取締役（監査等委員）

社外取締役（監査等委員）

社外取締役

社外取締役（常勤監査等委員）

社外取締役

社外取締役（監査等委員）

社外取締役（監査等委員）

社外取締役（監査等委員）

取締役Hospitality and Culture 本部長
（Real Estate and Development 管掌）

取締役管理本部長（財務本部管掌）

取締役副社長ロジスティクス営業本部長
（ロジスティクス開発本部管掌）

代表取締役社長Corporate Culture 本部長

取締役会長

（注）１.○をつけたスキルの中で特に代表的なスキルに◎をつけています。　２.上記一覧表は、各取締役候補者の有する全ての知見や経験を表すものではありません。

小川　潤之

河本　幸士郎

杉本　亮

廣瀬　一成

緒方　秀和

森　一雄

原　雅彦

早川　尚吾

佐々木　敏夫

戸田　千史

青山　大樹

福原　あゆみ

宗像　雄一郎

小林　雅之

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

◎

○

◎

○

◎

◎

◎

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

○

◎

　　○（物流）

　　  ○（ホテル）

16回

17回

18回

18回

15回

18回

18回

－

18回

18回

18回

18回

18回

－

氏名・役職
法務／

リスクマネジメント財務会計グローバル ＩＴ／テクノロジー
ＥＳＧ／

サステナビリティ金　融 オペレーション不動産
取締役会出席回数
（全18回）

事業の専門性
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役職・氏名 取締役会 監査等委員会 指名・報酬委員会 経営会議

取締役会長

小川 潤之

代表取締役社長 Corporate Culture 本部長

河本 幸士郎

取締役副社長 ロジスティクス営業本部長
（ロジスティクス開発本部管掌）

杉本　亮

取締役 管理本部長（財務本部管掌）

廣瀬 一成

取締役 Hospitality and Culture 本部長
（Real Estate and Development 管掌）

緒方 秀和

社外取締役
森　一雄

社外取締役
原　雅彦

社外取締役
早川 尚吾

社外取締役（常勤監査等委員）
佐々木 敏夫

社外取締役（監査等委員）
戸田 千史

社外取締役（監査等委員）
青山 大樹

社外取締役（監査等委員）
福原 あゆみ

社外取締役（監査等委員）
宗像 雄一郎

〇

◎

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

〇

◎

〇

〇

〇

〇

〇

氏　名 職業・所属等 選任の理由 独立役員

氏　名 職業・所属等 選任の理由 独立役員

原　雅彦

森　一雄

宗像 雄一郎

福原 あゆみ

青山 大樹

戸田 千史

佐々木 敏夫

当社の取締役会および監査等委員会、指名・報酬委員会、経営会議は、以下のメンバーで構成されています。

取締役会、監査役会、各委員会のメンバー

※◎はそれぞれの会議体の長を指します。

取締役候補者・監査等委員候補者の指名に際しては、人格識見に優れ善管注意義務を適切に果たす者であることに
加え、様々な職務歴・専門分野を考慮し、偏りのない多様な観点から当社の企業価値向上に資すると考えられる者を選
出してまいります。特に監査等委員候補者には、会計に造詣の深い点を考慮した候補者を１名以上選任するよう、努め
ています。

役員の指名等について

取締役候補者・監査等委員候補者の指名の方針

社外取締役（監査等委員である取締役を除く。）

当社は東京証券取引所規程に則り、当社が定めた独立社外役員の独立性判断基準を充足した、独立社外取締役・独
立社外監査等委員を選任しています。社外取締役・社外監査役の職業・所属等および選任の理由は以下の通りです。

社外取締役 監査等委員

取締役候補者・監査等委員候補者の指名に際しては、独立社外取締役のみで構成される指名・報酬委員会の審議を
経て、取締役会へ答申することとしています。各候補者の選任理由については、株主総会招集通知に記載することとし
ています。

取締役候補者・監査等委員候補者の指名の手続き

森総合事務所 代表
株式会社ナビック
社外監査役

株式会社rｏｂｏｔ hｏｍｅ
社外取締役
（監査等委員）

─

─

森・濱田松本法律事務所
パートナー弁護士

長島・大野・
常松法律事務所
パートナー弁護士

シナネンホールディングス
株式会社社外取締役
（常勤監査等委員）
参天製薬株式会社
社外監査役

長年の金融機関での勤務で培った専門的な知識と豊富な経験を有して
おり、経営から独立した客観的かつ中立的な立場から、取締役会の意思
決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言をいただけるものと
考えたため。

財政・金融分野での専門的な知識と豊富な経験とともに、会社経営の責
任を担った経験も有しており、これらの知識と経験を基に、経営から独立
した客観的かつ中立的な立場から当社の取締役会の意思決定の妥当
性・適正性を確保するための助言・提言をいただけるものと考えたため。

長年の金融機関での勤務で培った専門的な知識と豊富な経験とともに、
会社経営の責任を担った経験も有しており、経営から独立した客観的か
つ中立的な立場から、当社が成長していく過程での組織構築や当社の適
切な組織運営等の企業経営分野に係わる専門的見地からの助言・提言
をいただけるものと考えたため。

金融業界及び不動産業界における幅広い知識と豊富な経験とともに、会
社経営の責任を担った豊富な経験も有しており、経営から独立した客観
的かつ中立的な立場から当社の経営を監督していただくとともに、当社
の経営全般に助言・提言をいただけるものと考えたため。

弁護士としてファイナンス関連業務や不動産関連業務を基軸とし、国内・
国際契約交渉など、企業法務全般の専門的な知識と豊富な経験を有して
おり、経営から独立した客観的かつ中立的な立場から、コンプライアンス
に係わる助言・提言をいただくことに加えて、幅広い見識を当社の監査に
反映していただけるものと考えたため。

法務省・検察庁での経験をバックグラウンドに、企業の危機管理・争訟を
主たる業務分野として、危機管理に係わる専門的な知識と豊富な経験を
有しており、経営から独立した客観的かつ中立的な立場から、監査・監督
の観点はもとより多様性も含めた有意義な助言・提言をいただけるもの
と考えたため。

公認会計士としての監査経験を通じ、財務及び会計に関する高度な知識
と豊富な経験を有しており、経営から独立した客観的かつ中立的な立場
から、議案審議等への助言・提言をいただけるものと考えたため。

小林 雅之 ケネディクス株式会社顧問

財務に関する豊富な経験とコンプライアンスに関する幅広い見識を有し
ており、当社の経営を監督していただくとともに、当社の経営全般に助言
を頂戴することにより、コーポレート・ガバナンス強化に寄与していただ
けると考えたため。

〇

早川　尚吾 株式会社CoeFont CEO
代表取締役

2023年にForbes Japan 30 Under30で選出されるなど、革新的な経営
者として高く評価されており、AI・テクノロジー分野における幅広い見識
に基づき、当社の事業拡大及び経営全般について、適切な助言をいただ
けるものと考えたため。

〇

社外取締役 監査等委員

〇

〇

〇

〇

社外取締役（監査等委員）
小林 雅之
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当社は取締役会の実効性を継続的に確保するため、年1回自己評価を行っており、この評価をもとに取締役会運営の
適切な見直しを行っています。

取締役会の実効性評価

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる役員の員数（2024年8月期）

当社では、「リスクマネジメント・コンプライアンス規程」に基づき、取締役会の直属機関として「リスクマネジメント・コ
ンプライアンス委員会」を定期的または必要に応じて臨時で開催してリスクを識別・評価・管理しております。「リスクマ
ネジメント・コンプライアンス委員会」は常勤取締役と常勤監査等委員で構成されており、代表取締役社長を委員長とす
ることを定めております。
事業活動上の重大な事態が発生した場合にはリスクマネジメント・コンプライアンス委員会に対してその報告を行い、
必要に応じその対策について協議を行うこととなっております。
また、当社は、必要に応じ、弁護士、公認会計士、税理士及び社会保険労務士等の外部専門家の助言を受けられる体
制を整えており、リスクの未然防止と早期発見に努めております。

リスク管理体制

当社では、情報セキュリティを適切に維持するために、情報管理規程に基づく管理体制を構築し、堅確な運用を実施
しております。特にクラウド利用拡大を踏まえ、ネットワークと各種端末毎の接続制御と利用ログ監視など、社内外を問
わない総合的な対策を進めております。
また、コンプライアンス研修等において、情報管理の重要性の周知徹底や、システム上の情報セキュリティ対策など、
従業員一人一人の意識強化を図っています。さらに、情報管理規程の遵守状況について内部監査を実施する等、実効的
な管理態勢維持に努めています。

情報セキュリティ

当社では、自然災害や事故等の緊急事態に対する対応を定め、会社及び利害関係者の損失最小化を図ることを目的
に「危機管理マニュアル」を定めております。内容としては緊急事態発生時の通報ルートや代表取締役社長をトップとし
た緊急事態対策室の設置等について定められております。
また、年１回以上の災害対策訓練を通じて緊急事態対策本部の設営、安否確認システムの運用確認、通信・情報収集
の訓練などを実施するとともに、役職員に対する事業継続の重要性、災害対策に関する行動基準の再確認などを行って
います。

緊急事態に備えた事業継続への取組み（ＢＣＰ）

対象となる
役員の員数
（名）非金銭報酬等業績連動報酬固定報酬

報酬等の種類別の総額（千円）報酬等の総額
（千円）

役員区分

社外役員

取締役（監査等委員）（社外取締役を除く）

取締役（監査等委員及び社外取締役を除く） 435,261

－

69,900

385,500

－

69,900

49,761

－

－

5

－

7

－

－

－

注）上記の非金銭報酬等の総額は、ストック・オプション報酬として取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）に割り当てた新株予約権に係る当事業年
度における費用計上額であります。なお、当事業年度に係る取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）への譲渡制限付株式報酬の支給はありません。

基本的な考え方
当社は、市場、情報セキュリティ、環境、労務等様々な事業運営上のリスクについて「リスクマネジメント・コンプライア

ンス規程」を制定し、リスクに対する基本的な方針及び管理方法を明確にすることにより、適切なリスク管理の運営を行
うべく体制の構築を行っております。

リスクマネジメント

役員の報酬等の額の決定に関する事項
当社は、2024年11月28日開催の取締役会において、「役員報酬の決定に関する基本方針」の改定を決議しており、そ
の内容は以下の通りです。
当社では、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）の報酬については、役割・責務等に応じた固定
報酬である金銭報酬と非金銭報酬（譲渡制限付株式報酬（事前交付型）、ストック・オプション（以下「株式報酬」といい
ます。）及び社宅）で構成しております。
株式報酬は、業績向上及び当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主との一層の

価値共有を進めることを目的として導入し、固定報酬枠とは別枠で、会社の業績や経済情勢、及び個々の職責、経歴、実
績等を総合的に勘案し、取締役会の決議を経て決定するものとしております。

役員の報酬等に関する株主総会の決議内容、具体的な報酬の決定等
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等については、当社第１3期定時株主総会において、年額１,０００,０００

千円以内（うち社外取締役は１００,０００千円以内）と決議いただいております。
また、同株主総会において、上記の年額１,０００,０００千円以内（うち社外取締役は１００,０００千円以内）とする報酬枠と
は別に、株式報酬に関する報酬枠について、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）を対象に譲渡制
限付株式報酬については年額２００,０００千円以内及びストック・オプションについては年額１,０００,００0千円以内と決議
いただいております。
さらに、同株主総会において、当社の成長に必要な人材を確保し当該人材の能力を十分に発揮するための住環境を
付与すること及び大規模災害等の緊急時に迅速な対応ができるよう住環境を用意することが、取締役（監査等委員であ
る取締役及び社外取締役を除く。）の円滑な業務執行に繋がると考え、当該取締役が職務執行上必要な場合に社宅を
提供するものとし、当社が社宅として借り上げる総賃借料と、当社が社宅料として当該取締役より徴収する総額との差
額について、株主総会で承認された年額１００,０００千円以内で、取締役会の決議を経て決定することを決議いただいて
おります。
このほか、当社は、同株主総会において、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）を対象に、上記の
年額１,０００,００0千円以内（うち社外取締役は１００,０００千円以内）とする報酬枠及び年額２００,０００千円以内とする譲渡
制限付株式報酬制度に関する報酬枠とは別に、年額１,０００,００0千円の範囲内で、ストック・オプションとしての新株予
約権を付与することを決議いただいております。
監査等委員である取締役の報酬等については、同株主総会において、年額１００,０００千円以内と決議いただいており

ます。
具体的な報酬の決定にあたっては、株主総会で決議された額の範囲内で、指名・報酬委員会での審議を経て、取締役

会決議において各取締役（監査等委員である取締役を除く。）の固定報酬等の額および各取締役（監査等委員である取
締役及び社外取締役を除く。）に対して付与するストック・オプションとしての新株予約権の付与について、個別の職務
と実績に応じて決定しております。

役員の報酬等の額またはその算定方法に関する事項

各リスク及びリスクへの対策は有価証券報告書をご参照ください。
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当社は、コンプライアンスの実践を経営の最重要課題の一つとし、コンプライアンスに係る取り組みの実効性の維持
向上に努めています。コンプライアンスに関する事項を当社の「コンプライアンス・マニュアル」に定め、常に高い倫理観
のもとに日常の業務を遂行しています。コンプライアンスの推進体制については、取締役会を頂点として、全社的な体制
を構築しています。リスクマネジメント・コンプライアンス委員会では情報管理を含めたコンプライアンスの遵守・徹底
状況やコンプライアンス・プログラムの実施状況の確認を通じてコンプライアンスリスクの評価と管理を実施していま
す。また、これらは定期的に取締役会へ報告されており、これを受けて取締役会はコンプライアンスに関する重要な事項
の決定を行います。

コンプライアンス推進体制

反社会的勢力との取引の排除
当社は、反社会的勢力との一切の関係を遮断し、会社を挙げて断固たる姿勢で臨みます。また、各部門においては、取
引の開始前などに、取引先が反社会的勢力でないことを調査・確認します。万一、反社会的勢力による不当な要求また
は暴力的行為などに直面した場合、当社は、所轄の警察署などに連絡するとともに、法的措置を取るなど必要な対応を
します。

公正な取引や競争の徹底
当社は、独占禁止法などを遵守するのはもちろん、不公正な取引や不正な競争行為はしません。また、取引先と対等な
パートナーとして誠実に接し、サービスや物品の調達に際しては、公正な基準に基づいて対応しています。

腐敗防止
公務員などに対し、不正な利益供与を禁止しています。また、取引先や関係先などとの間であっても、節度を超えた接
待や贈答などを行ったり、受けてはいけないこともルール化しています。また、贈賄防止にかかる取り組み体制や遵守す
べきルールを定め、贈賄行為を未然に防止することを目的に社内ルールを制定し、実行しています。

その他
①個人情報保護
②知的財産権の保護・尊重
③インサイダー（内部）取引の禁止

企業と社会・経済との関わり方

役職員は、コンプライアンス・プログラムの遵守事項に違背する行為又は違背の恐れのある行為については、隠蔽す
ることなくコンプライアンス相談窓口に通報しなければならないとされています。リスクマネジメント・コンプライアンス
委員会は、通報者の保護および速やかな是正、改善に努めなければならないとされています。当社では匿名で相談・申
告できる内部通報制度を設けることにより、実効性を高めています。

コンプライアンス相談窓口

当社では、役職員の声や課題を可視化して、組織作りの施策に反映するため、役職員の声や要望を集めるために社員
意見箱を設定しています。意見箱に寄せられた意見については、代表取締役に直接集約されます。

社員意見箱の設置

当社では、贈収賄の禁止および接待・贈答、知的財産権、インサイダー取引規制、反社会的勢力との関係遮断等のコン
プライアンス・マニュアルに即したテーマなどについて定期的にコンプライアンス研修を実施しています。

コンプライアンス研修の実施

コンプライアンス・マニュアルにおいて、以下の行動規範を定めています。

コンプライアンス・マニュアル

①私達は、事業の社会的責任と公共的使命を認識し、健全な業務運営をする。
②私達は、法令の文言はもちろん、その精神まで遵守する。
③私達は、自己責任原則を基本とし、フェアで透明なビジネスを行う。
④私達は、顧客の安全と満足を第一とし、誠実に製品サービスを適正な価格で提供する。
⑤私達は、その他全ての関係者の人格を尊重し、社会経済の健全な発展に貢献する。
⑥私達は、国際化時代にあって、異なる文化的伝統や風習を尊重する。
⑦私達は、利益と倫理が相反する場合、迷わず倫理を選択する。
⑧私達は、反社会的勢力に対しては断固とした態度で臨む。
⑨私達は、未来世代に、より豊かで公正な社会を残すよう努力する。
⑩私達は、難解な倫理問題に直面した時、誰もが満足できるような解決策を積極的に創造する。

２０２４年８月期における主な研修内容

対　象内　容テーマ

商標研修

金融商品取引法

ハラスメント研修

ハラスメント研修

キックバック防止
「取引先との適切な関係構築のポイント」

情報セキュリティ研修

ステルス・マーケティング規制

インサイダー勉強会 全社員

営業全社員

副部長以上全員

営業全社員

全社員

ホテル販促担当
サウナ販促担当ほか

インサイダー取引規制と社内ルールの説明会

2023年10月開始のステルス・マーケティング規制につ
いてＳＮＳマーケティングの留意事項を説明

機密情報取り扱い、不正競争防止法

他社事例を踏まえたキックバック禁止を説明

ハラスメント防止に関する継続研修

ハラスメント防止に関する継続研修

第二種金融商品取引業

商標の基礎を分かりやすく説明

シニア・ヴァイスプレジデント
以下全員

金融商品取引業担当部署
部長以上

コンプライアンス
研修の様子

基本的な考え方
当社は、社員一人一人が、法令や社内ルールなどを遵守し、高い倫理観に基づいた企業活動を行っていくことを通じ

て、お客様を始めとする全てのステークホルダーの信頼に応え、企業の社会的責任を果たしていきます。

コンプライアンス
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財務情報

連結貸借対照表

（単位：千円）

当連結会計年度
（2024年8月31日）

（単位：千円）

　流動資産
　　現金及び預金
　　売掛金
　　契約資産
　　開発事業等支出金
　　販売用不動産
　　前払金
　　預け金
　　その他
　　貸倒引当金
　　流動資産合計
　固定資産
　　有形固定資産
　　　建物及び構築物
　　　　減価償却累計額
　　　　建物及び構築物（純額）
　　　機械装置及び運搬具
　　　　減価償却累計額
　　　　機械装置及び運搬具（純額）
　　　工具、器具及び備品
　　　　減価償却累計額
　　　　工具、器具及び備品（純額）
　　　土地
　　　リース資産
　　　　減価償却累計額
　　　　リース資産（純額）
　　　建設仮勘定
　　　有形固定資産合計
　　無形固定資産
　　　リース資産
　　　その他
　　　無形固定資産合計
　　投資その他の資産
　　　　投資有価証券
　　　　繰延税金資産
　　　　その他
　　　　投資その他の資産合計
　　　固定資産合計
　　繰延資産
　　　社債発行費
　　　繰延資産合計
　資産合計

資産の部

11,064,491
1,203,228
506,267

15,630,017
33,040,189
2,408,803
632,665
2,597,582
△16,672

67,066,574

2,158,611
△619,011
1,539,599
1,396,178
△412,763
983,414
657,411
△195,766
461,644
856,825
556,145
△321,193
234,952
412,343
4,488,780

－
778,614
778,614

2,196,142
548,537
2,462,897
5,207,577
10,474,972

7,549
7,549

77,549,096

　流動負債
　　短期借入金
　　１年内償還予定の社債
　　１年内返済予定の長期借入金
　　リース債務
　　未払金
　　未払費用
　　未払法人税等
　　賞与引当金
　　災害損失引当金
　　株主優待引当金
　　偶発損失引当
　　その他
　　流動負債合計
　固定負債
　　社債
　　長期借入金
　　リース債務
　　繰延税金負債
　　退職給付に係る負債
　　資産除去債務
　　長期預り敷金
　　長期預り金
　　企業結合に係る特定勘定
　　その他
　　固定負債合計
　負債合計

負債の部

　株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
　　株主資本合計
　その他の包括利益累計額
　　為替換算調整勘定
　　その他の包括利益累計額合計
　新株予約権
　非支配株主持分
　純資産合計
負債純資産合計

純資産の部

10,780,630
145,400
5,256,270
44,930

1,853,414
65,173

2,167,767
379,087

－
106,385
115,000
1,216,719
22,130,780

136,100
25,458,519

66,275
1,177,389

3,163
242,314
42,466
101,019

－
451,490

27,678,739
49,809,519

9,287,331
9,206,596
8,673,695
△42,142

27,125,480

△274,165
△274,165
180,011
708,249

27,739,576
77,549,096

当連結会計年度
（2024年8月31日）

前連結会計年度
（2023年8月31日）

5,897,585
265,675
185,916
6,240,438
23,170,335
996,301
5,321

602,833
△13,934

37,350,473

1,135,261
△321,201
814,059
620,559
△185,822
434,737
213,121
△79,903
133,218
607,735
556,145
△241,654
314,491
78,691

2,382,933

1,609
77,110
78,719

1,658,569
425,417
1,872,888
3,956,875
6,418,528

11,202
11,202

43,780,204

6,408,176
165,400
6,378,499
71,521
875,454
55,339

1,398,487
271,202
23,300
78,805

－
440,694

16,166,882

281,500
14,867,794
111,206
358,408

－
163,440
84,384
4,180
13,755
47,495

15,932,164
32,099,046

3,549,651
3,453,440
4,145,678
△42,142

11,106,627

△56,967
△56,967
134,794
496,703

11,681,158
43,780,204

前連結会計年度
（2023年8月31日）

KASUMIGASEKI CAPITAL 4645
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連結キャッシュ・フロー計算書連結損益計算書

（単位：千円）

当連結会計年度
（自2023年９月１日 至2024年８月31日）

（単位：千円）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
　受取利息
　受取配当金
　為替差益
　雑収入
　営業外収益合計
営業外費用
　支払利息
　アレンジメント手数料
　支払手数料
　その他
　営業外費用合計
経常利益
特別利益
　固定資産売却益
　投資有価証券売却益
　関係会社出資金売却益
　災害損失引当金戻入額
　新株予約権戻入益
　解約保証金収入
　負ののれん発生益
　子会社清算益
　特別利益合計
特別損失
　固定資産除売却損
　災害による損失
　減損損失
　偶発損失引当金繰入額
　特別損失合計
税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
当期純利益
非支配株主に帰属する当期純利益
親会社株主に帰属する当期純利益

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前当期純利益
　減価償却費
　のれん償却額
　株式報酬費用
　貸倒引当金の増減額（△は減少）
　賞与引当金の増減額（△は減少）
　災害損失引当金の増減額（△は減少）
　株主優待引当金の増減額（△は減少）
　偶発損失引当金の増減額（△は減少）
　匿名組合投資損益（△は益）
　受取利息
　支払利息
　アレンジメント手数料
　支払手数料
　為替差損益（△は益）
　固定資産除売却損益（△は益）
　災害による損失
　解約保証金収入
　子会社清算損益（△は益）
　負ののれん発生益
　減損損失
　投資有価証券売却損益（△は益）
　関係会社出資金売却損益（△は益）
　災害損失引当金戻入額
　新株予約権戻入益
　社債発行費償却
　売上債権の増減額（△は増加） 
　契約資産の増減額（△は増加）
　棚卸資産の増減額（△は増加）
　前払金の増減額(△は増加) 
　預け金の増減額（△は増加）
　預り金の増減額（△は減少）
　未払金の増減額（△は減少）
　匿名組合損益分配額
　その他
　小計
　利息の受取額
　利息の支払額
　解約保証金の受取額
　法人税等の支払額
　営業活動によるキャッシュ・フロー

65,685,513
47,125,577
18,559,936
10,022,634
8,537,301

5,282
34

307,490
35,108
347,915

667,997
62,922
288,362
5,908

1,025,190
7,860,025

23,411
－
－
－
－

236,369
234,076
4,406

498,264

6
－

197,535
115,000
312,541
8,045,748
3,046,957
△418,980
2,627,977
5,417,771
397,767
5,020,003

前連結会計年度
（自2022年９月１日 至2023年８月31日）

37,282,535
27,183,306
10,099,228
5,656,525
4,442,703

3,277
－

228,292
17,717
249,287

370,613
118,209
72,607
11,251
572,682
4,119,308

20,868
5,785
7,674
5,457
5,769
－
－
－

45,555

124
191,543

－
－

191,667
3,973,196
1,612,663
△125,637
1,487,025
2,486,170
435,479
2,050,691

当連結会計年度
（自2023年９月１日 至2024年８月31日）

8,045,748
536,281
47,121
218,915
△1,486
105,277
△23,300
27,580
115,000
△673,440
△5,282
667,997
62,922
288,362
△307,490
△23,405

－
△236,369
△4,406

△234,076
197,535

－
－
－
－

3,653
△636,724
△320,350

△10,014,532
△4,558,713
△783,558
257,214
545,476
1,132,423
△159,936
△5,731,565

5,742
△661,181
236,369

△2,295,971
△8,446,606

前連結会計年度
（自2022年９月１日 至2023年８月31日）

当連結会計年度
（自2023年９月１日 至2024年８月31日）

前連結会計年度
（自2022年９月１日 至2023年８月31日）

3,973,196
300,688

－
215,141
5,444

109,703
△236,327
31,899

－
△1,576,516

△3,277
370,613
118,209
72,607

△228,292
△20,744
191,543

－
－
－
－

△5,785
△7,674
△5,457
△5,769
3,465

△31,762
△139,437
△9,399,175
△1,031,069
186,406
△117,991
418,510

－
275,659

△6,536,192
4,056

△365,593
－

△835,819
△7,733,548

投資活動によるキャッシュ・フロー
　有形固定資産の取得による支出
　有形固定資産の売却による収入
　無形固定資産の取得による支出
　投資有価証券の取得による支出
　投資有価証券の売却による収入
　匿名組合出資金の払戻による収入
　連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の売却による収入
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出
　敷金及び保証金の差入による支出
　敷金及び保証金の回収による収入
　貸付けによる支出
　貸付金の回収による収入
　その他
　投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
　社債の発行による収入
　社債の償還による支出
　短期借入金の純増減額（△は減少）
　長期借入れによる収入
　長期借入金の返済による支出
　ストックオプションの行使による収入
　リース債務の返済による支出
　セール・アンド・リースバックによる収入
　株式の発行による収入
　自己株式の取得による支出
　配当金の支払額
　非支配株主への配当金の支払額
　アレンジメント手数料の支払額
　支払手数料の支払額
　連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出
　その他
　財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期末残高

△465,633
15,420
△15,005
△702,100

8,000
97,000
4,773
－
－

△217,980
2,686

△1,009,000
1,189,611
△61,250

△1,153,479

296,226
△115,300
3,126,945
21,745,450
△15,006,691

98,207
△71,947
35,442

－
△178,234
△240,844

－
△183,548
△178,835
△15,960

－
9,310,908
79,115
502,995
5,390,045

943
5,893,984

△1,899,740
54,523

△249,070
△2,419,416
386,360
866,398

－
93,344

△1,624,929
△110,254

5,372
△374,000
462,310

－
△4,809,102

－
△165,400
4,367,454
23,460,600
△19,158,965

87,744
△71,521

－
10,894,721

－
△489,847
△187,000
△12,822
△313,368

－
2,302

18,413,896
4,819

5,163,005
5,893,984

－
11,056,990
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会社情報

配当

株主優待制度「霞ヶ関キャピタル・プレミアム優待倶楽部」　※2025年8月期より変更となります

将来の事業発展と経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定的・継続的な配
当を行うことを基本方針としております。

２０２４年８月期配当（実績）

120円 50円
普通配当 記念配当

基準日の株主名簿に記載、または記録された当社株式の所有数とプレミアム優待制度導入後の所有期間に応じて「霞ヶ関キャピタル・プレミア
ム優待倶楽部」のポイントを進呈いたします。ＱＵＯカードのほか、当社グループサービス関連商品よりfav、FAV LUX、seven × seven宿泊割引
ポイントなどへ交換が可能です。

200株～1,999株

2,000株以上

100株～199株

100株ごとに5,000 pt
追加進呈

100,000 pt

初年度の
1.1倍の
ポイント

初年度の
1.２倍の
ポイント

初年度の
1.３倍の
ポイント

初年度の
1.５倍の
ポイント

5,000 pt

保有株式数 初年度 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

配当金の推移（単位：円）

毎年８月末の株主名簿に記載された１００株以上保有の株主様が対象

当社オリジナル商品の例

株主優待ポイント表（202５年8月期以降の基準）

10円 10円
20円

30円

170円

240円
（予想）

120円

50円

2019.8 2020.8 2021.8 2022.8

60円

2023.8 2024.8 2025.8

１株あたり
配当金額

0

180

200

220

240

160

140

120

100

80

60

40

20

※保有期間は、2025年8月末時点を初年度としてカウント

会社概要

株主情報

〒100－0013　東京都千代田区霞が関3丁目2番1号 霞が関コモンゲート 西館２２階霞ヶ関キャピタル株式会社
03-5510-7651 https://kasumigaseki.co.jp/

株式の状況  （2024年8月31日時点）

大株主

商 号
住 所

Ｔ Ｅ Ｌ
設 立
従業員数
資 本 金
免許登録

取引銀行

霞ヶ関キャピタル株式会社
〒１００-００１３ 東京都千代田区霞が関３丁目２番１号
霞が関コモンゲート西館２２階
０３-５５１０-７６５１
２０１１年９月
256名（単独）　※2024年8月31日時点
184億9392万円（資本準備金含む）　※2024年8月31日時点
第二種金融商品取引業／投資助言・代理業関東財務（支）局長（金商）第３１７８号
貸金業者東京都知事（２）第３１７４７号
宅地建物取引業者国土交通大臣（１）第１０３０７号
一級建築士事務所 東京都知事第６４８１７号
不動産特定共同事業金融庁長官・国土交通大臣第１１８号
㈱三井住友銀行／㈱みずほ銀行／㈱三菱ＵＦＪ銀行
㈱滋賀銀行／㈱中国銀行／㈱きらぼし銀行／㈱千葉銀行

事 業 年 度
定時株主総会
株主確定基準日
証 券 コ ー ド
株式の売買単位
株主名簿管理人
同 連 絡 先

毎年９月１日から翌年８月３１日まで
毎年１１月
毎年８月３１日
３４９８
１００株
三井住友信託銀行株式会社
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

ＴＥＬ：０１２０-７８２-０３１（フリーダイヤル）
郵便物送付先：〒１６８-００６３ 東京都杉並区和泉二丁目８番４号

公告の方法

当会社の公告方法は、電子公告により行います。ただし、事
故その他やむを得ない事由によって電子公告することがで
きない場合の公告方法は、日本経済新聞に掲載する方法に
より行います。

本資料は、業績見通し等の将来の予測に関する記述が含まれています。こうした記述は、本資料の作成時点で入手可能な情報および当社が合理的であると判断する一定の前提に基づくものであ
り、将来の業績を保証するものではありません。実際の業績等は、経済情勢、市場動向、経営環境の変化などの要因により、本資料における予測と異なる可能性があることをご承知おきください。本
資料の業績に関する記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。そのため内訳の計が合計と一致しない場合があります。本資料の内容については細心の注意を払っておりますが、第三
者機関の情報の正確性、完全性等を保証するものではありません。ご了承ください。本資料は情報提供を目的とするものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。

発 行 済 株 式 の 総 数

株 主 数

9,859,947

11,977

株

名

株主名

小川 潤之
河本 幸士郎
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
東海東京証券株式会社
金森 勉
ＢＡＮＫ ＳＩＮＯＰＡＣ－ＹＵＡＮＴＡ ＪＡＰＡＮ ＬＥＡＤＥＲＳ ＥＱＵＩＴＹ ＦＵＮＤ
ＮＯＭＵＲＡ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＰＬＣ Ａ／Ｃ ＪＡＰＡＮ ＦＬＯＷ
廣瀬 一成
ＢＮＹＭ ＳＡ／ＮＶ ＦＯＲ ＢＮＹＭ ＦＯＲ ＢＮＹ ＧＣＭ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣＣＯＵＮＴＳ Ｍ ＬＳＣＢ ＲＤ

2,320,080
816,400
749,500
438,200
100,900
91,200
88,600
80,275
80,000
73,307

23.58
8.30
7.62
4.45
1.03
0.93
0.90
0.82
0.81
0.75

持株数（株） 持株比率（％）

持株比率は自己株式を控除して計算しております。（注）

fav ポイント交換 サウナ利用チケット LOX-Fit 利用チケット

普
通
配
当

記
念
配
当

KASUMIGASEKI CAPITAL 5049

https://kasumigaseki.co.jp/
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